
外国語学部教育課程（カリキュラム） 

 

区 分 授  業  科  目  区  分 

教
養
教
育
科
目 

Ａ系列：人間について考える 

Ｂ系列：社会について考える 

Ｃ系列：自然と環境について考える 

Ｄ系列：コミュニケーション能力を高める 

Ｅ系列：学際 

 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

必 修 科 目 

選 択 科 目 Ⅰ 

選 択 科 目 Ⅱ 

選択必修科目（外国語）：専攻外国語以外に１ヵ国語を選択 

 外国語学部開講科目～英語、中国語、スペイン語、フランス語、ドイツ語、韓国 

 語を外国語科目として選択することもできます。 

 また、留学生は原則として日本語を選択してください。 

副 専 攻 科 目 

 各言語の初級外国語を１年次に履修して合格していないと選択できないので 

 「副専攻」を希望する者は１年次の語学選択を慎重に行ってください。 

 

自 

由 

科 
目 

情 報 ス キ ル ： １年次配当必修科目 

言 語 学 ： ２年次配当科目 

外 国 語 会 話 ： 中国語学科・スペイン語学科のみ 

キ ャ リ ア 支 援 

ビ ジ ネ ス ： ２年次配当科目 

そ の 他 

 



科　　目　　名　　　（単位数） 科　　目　　名　　　（単位数） 科　　目　　名　　　（単位数）

哲学Ａ (2) 哲学Ｂ (2) 倫理学Ａ (2)

倫理学Ｂ (2) 論理学Ａ (2) 論理学Ｂ (2)

心理学Ａ (2) 心理学Ｂ (2) 宗教学 (2)

講座「言語と文化」 (2) 日本文学Ａ (2) 日本文学Ｂ (2)

外国文学Ａ (2) 外国文学Ｂ (2) 美術 (2)

音楽 (2) 映像文化論 (2) 人文地理学 (2)

健康科学Ａ (2) 健康科学Ｂ (2) 健康科学Ｃ (2)

武道論 (2) 身体のトレーニング理論 (2) スポーツの心理学 (2)

スポーツの歴史と社会 (2) 講座「スポーツと人間」 (2) 生涯スポーツ基礎演習 (1)

トレーニング基礎演習 (1) 生涯スポーツ応用演習Ａ (1) 生涯スポーツ応用演習Ｂ (1)

日本史Ａ (2) 日本史Ｂ (2) 東洋史Ａ (2)

東洋史Ｂ (2) 西洋史 (2) 西洋文化史 (2)

考古学 (2) 文化人類学 (2) 近代社会の思想史 (2)

社会学 (2) 法学Ａ (2) 法学Ｂ (2)

政治学Ａ (2) 政治学Ｂ (2) 現代の国際関係 (2)

経済学 (2) 流通論 (2) 安全と危機管理 (2)

情報化社会とマスメディア (2) ジェンダー論 (2) 家族とコミュニティ (2)

ボランティア論 (2)

自然界のしくみ (2) 自然認識の歴史 (2) 数学 (2)

生物学の基礎 (2) 生態学 (2) 自然地理学 (2)

環境科学 (2) 天文学Ａ (2) 天文学Ｂ (2)

地球科学Ａ (2) 地球科学Ｂ (2) 技術史・技術論 (2)

統計学 (2) 講座「科学・技術と人間」 (2)

文章表現の基礎 (2) 口頭表現の技法 (2) ビジネス文の書き方 (2)

レポートの書き方 (2) プレゼンテーションと交渉 (2)

講座「世界の中の日本」 (2) 職業と人生 (2) 歴史の中の拓殖大学 (2)

防災と安全 (2)

◇教養教育科目の卒業所要単位 ① Ａ系列・Ｂ系列・Ｃ系列・Ｄ系列より各２単位以上を修得すること
② Ａ～Ｅ系列の任意科目を８単位以上を修得すること
③ ①＋②の計１６単位以上を修得すること

◇教養教育科目の区分別テーマ Ａ系列 ： 人間について考える

Ｂ系列 ： 社会について考える

Ｃ系列 ： 自然と環境について考える

Ｄ系列 ： コミュニケーション能力を高める

Ｅ系列 ： 学 際

　教 養 教 育 科 目 配 当 表

（2020年度入学者適用）

１～４年次　配当科目

２
単位

以
上

指
定
な
し

合
計

16
単

位

以
上

Ｄ
系
列

Ｅ
系
列

区分
卒業所要
単　位

Ａ
系
列

Ｂ
系
列

Ｃ
系
列

２
単
位

以
上

２
単
位

以
上

２
単
位

以
上



Ｘ Ｙ
副

専攻

Speak＆Write Ⅰ ➌ Speak＆Write Ⅲ ➌ Reading Skills Ａ ➊
Speak＆Write Ⅱ ➌ Speak＆Write Ⅳ ➌ Reading Skills Ｂ ➊
Listen＆Read Ⅰ ➋ Listen＆Read Ⅲ ➋ Writing Skills Ａ ➊
Listen＆Read Ⅱ ➋ Listen＆Read Ⅳ ➋ Writing Skills Ｂ ➊
英文法 ➋ Speaking Skills ➋

ゼミナール ３年ゼミナール ➍ ４年ゼミナール ➍ 8

英語ワークショップＡ (4) 英語ワークショップC (4) 英語ワークショップＥ (4)

英語ワークショップＢ (4) 英語ワークショップD (4)

資格英語Ａ (2) 資格英語Ｂ (2) 資格英語C (2)

英語ﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰⅠ (1) マスメディア英語Ⅰ (2) プレゼンテーションⅠ (2)

英語ﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰⅡ (1) マスメディア英語Ⅱ (2) プレゼンテーションⅡ (2)

英文法演習Ⅰ (1) ディスカッションⅠ (2) ディベートⅠ (2)

英文法演習Ⅱ (1) ディスカッションⅡ (2) ディベートⅡ (2)

映画英語Ⅰ (2)

映画英語Ⅱ (2)

インターネット英語Ⅰ (2)

インターネット英語Ⅱ (2)

英語音声学 (4) 英語学入門 (2) 英語学研究Ａ (2)

児童英語基礎演習 (2) 英語学研究Ｂ (2)

英語学研究Ｃ (2)

英語学研究Ｄ (2)

英語教育入門 (2) 英語教育研究Ａ (2)

小学校英語教育入門 (2) 英語教育研究Ｂ (2)

英語教育研究Ｃ (2)

英語教育研究Ｄ (2)

異文化間ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ入門 (2) コミュニケーション研究Ａ (2)

コミュニケーション研究Ｂ (2)

コミュニケーション研究Ｃ (2)

コミュニケーション研究Ｄ (2)

ビジネス英語入門 (4) ビジネス英語研究Ａ (2)

ビジネス英語研究Ｂ (2)

ビジネス英語研究Ｃ (2)

ビジネス英語研究Ｄ (2)

イギリス研究入門 (2) 英語圏研究Ａ (2)

アメリカ研究入門 (2) 英語圏研究Ｂ (2)

英語圏研究Ｃ (2)

英語圏研究Ｄ (2)

英語文学入門Ａ (2) 英米文学研究Ａ (2)

英語文学入門Ｂ (2) 英米文学研究Ｂ (2)

英米文学研究Ｃ (2)

英米文学研究Ｄ (2)

観光英語 (2) 通訳英語Ⅰ (2)

通訳英語Ⅱ (2)

翻訳英語Ⅰ (2)

翻訳英語Ⅱ (2)

海外語学研修等 海外語学研修 (4)

卒業論文 (4)

卒業研究 (2)

中国語

スペイン語

初級《外国》語①Ⅰ (1) 中級《外国》語①Ⅰ (1)
初級《外国》語①Ⅱ (1) 中級《外国》語①Ⅱ (1)
初級《外国》語②Ⅰ (1) 中級《外国》語②Ⅰ (1)
初級《外国》語②Ⅱ (1) 中級《外国》語②Ⅱ (1)

96 102

8 8

副専攻科目配当表の授業科目群の「スペイン語」に記載されている科目

28 24

選択英語Ｂ 16

英語学・英語教育コース　専門科目　卒業所要単位（合計）

X:コース指定単位　　Y:卒業所要単位　　副専攻：副専攻（中国語・スペイン語）登録者の卒業所要単位

選

択

科

目

Ⅱ

英語学・
英語教

育
12

24 22

英語
ｺﾐｭﾆｹｰ

ｼｮﾝ
4

通訳・翻
訳・地域

研究

4

卒業論文等

副
専
攻

副専攻科目配当表の授業科目群の「中国語」に記載されている科目
－ 12

選
択
必
修
科
目

外国語

英米語学科　英語学・英語教育コース　　専門科目・自由科目配当表

（2020年度入学者適用）

科
目
区
分

授業科目群
科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数）

１年次　配当科目 ２年次　配当科目 ３年次　配当科目 ４年次　配当科目 卒業所要単位

必

修

科

目

必修英語 28
36 36

選

択

科

目

Ⅰ

選択英語Ａ 4



（前頁から続く）

Ｘ Ｙ
副

専攻

情報スキルⅠ ➋

情報スキルⅡ ➋

言語学概論Ⅰ (2) 一般音声学Ⅰ (2)

言語学概論Ⅱ (2) 一般音声学Ⅱ (2)

キャリアガイダンス (2) 職業能力基礎（SPI）言語 (2)
職業能力基礎（SPI）非言語 (2)

ビジネス実務研修Ⅰ (2) ビジネス実務研修Ⅱ (2)

観光ビジネス論Ⅰ (2)

観光ビジネス論Ⅱ (2)
エアライン・ビジネス論 (2)

【学部共通】　履修上の注意事項

　①　単位数が白抜きで表示されているものは必修科目です。

　②　科目に下線がある科目は認定科目です。

　③　選択必修科目（外国語）は、次の言語の中から１言語を選択して履修してください。英米語学科の学生は英語は選択できません。

　　　　【選択できる言語】　中国語、スペイン語、フランス語、ドイツ語、韓国語　（留学生は原則として日本語を選択してください）

　④　同一名称の科目は、１科目しか履修・修得できません。

　　　　（例）「美術」「ビジネス英語入門」は前期と後期に開講されていますが、前期または後期のどちらか１科目しか履修登録できません。

　⑤　上級年次の配当科目は履修することはできませんが、下級年次の配当科目は履修可能です。

　⑥　２年次より次のコースに分かれます。２年次に履修登録をしますが、一度登録したコースは変更できません。

　      〔英語学・英語教育コース〕〔英語コミュニケーションコース〕〔通訳・翻訳・地域研究コース〕

　⑦　副専攻登録者の科目区分・卒業所要単位などは５６～５９ページを参照してください。

　⑧　自由科目のうち、単位互換協定に基づく単位互換科目（履修が許可されている他大学等の科目：４単位を上限とする）とは、

　　　 拓殖大学と単位互換制度の協定を結んでいる他大学等の提供科目です。

【英米語学科】　履修上の注意事項

　①　【Ⅰ/Ⅱ】等のローマ数字で示された科目は原則として履修の順序を指定していますが、

　　 　【Ａ/Ｂ】等の文字で示された科目については、履修の順序（指定）はありません。

　②　必修科目のうち「Speak＆WriteⅠ～Ⅳ」は週３回の授業。「Listen&ReadⅠ～Ⅳ」、「Speaking Skills」は週２回の授業。

　　　 選択科目のうち「英語ワークショップＡ～Ｅ」、「ビジネス英語入門」は週２回の授業。

　③　「英文法」、「英語音声学」、「３年ゼミナール」、「４年ゼミナール」は通年科目、その他は前期・後期の半期完結科目です。

　④　必修英語のクラス編成は、各学期ごとに掲示で発表します。また、クラス編成のある選択科目については、授業開始前にポータルサイト

　　　 （Takudai Portal）および掲示にて指示があ りますので、それに従ってください。

14

4

14 14

科
目
区
分

授業科目群
１年次　配当科目 ２年次　配当科目

科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数）

３年次　配当科目 ４年次　配当科目 卒業所要単位

単位互換協定に基づく単位互換科目　（履修が許可されている他大学等の科目：４単位を上限とする）

自

由

科

目

情報スキル

言語学

キャリア
支援

ビジネス

その他

教養教育科目の卒業所要単位超過修得分

専門科目の卒業所要単位超過修得分

他学部、他学科の配当科目　（履修が許可されている科目のみ可）

教職課程の各科目の修得単位　（一部科目を除く。詳細は３１ページを参照）

日本語教員養成講座の各科目の修得単位

英語学・英語教育コース　自由科目　卒業所要単位（合計） 14

X:コース指定単位　　Y:卒業所要単位　　副専攻：副専攻（中国語・スペイン語）登録者の卒業所要単位



Ｘ Ｙ
副

専攻

Speak＆Write Ⅰ ➌ Speak＆Write Ⅲ ➌ Reading Skills Ａ ➊
Speak＆Write Ⅱ ➌ Speak＆Write Ⅳ ➌ Reading Skills Ｂ ➊
Listen＆Read Ⅰ ➋ Listen＆Read Ⅲ ➋ Writing Skills Ａ ➊
Listen＆Read Ⅱ ➋ Listen＆Read Ⅳ ➋ Writing Skills Ｂ ➊
英文法 ➋ Speaking Skills ➋

ゼミナール ３年ゼミナール ➍ ４年ゼミナール ➍ 8

英語ワークショップＡ (4) 英語ワークショップC (4) 英語ワークショップＥ (4)

英語ワークショップＢ (4) 英語ワークショップD (4)

資格英語Ａ (2) 資格英語Ｂ (2) 資格英語C (2)

英語ﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰⅠ (1) マスメディア英語Ⅰ (2) プレゼンテーションⅠ (2)

英語ﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰⅡ (1) マスメディア英語Ⅱ (2) プレゼンテーションⅡ (2)

英文法演習Ⅰ (1) ディスカッションⅠ (2) ディベートⅠ (2)

英文法演習Ⅱ (1) ディスカッションⅡ (2) ディベートⅡ (2)

映画英語Ⅰ (2)

映画英語Ⅱ (2)

インターネット英語Ⅰ (2)

インターネット英語Ⅱ (2)

英語音声学 (4) 英語学入門 (2) 英語学研究Ａ (2)

児童英語基礎演習 (2) 英語学研究Ｂ (2)

英語学研究Ｃ (2)

英語学研究Ｄ (2)

英語教育入門 (2) 英語教育研究Ａ (2)

小学校英語教育入門 (2) 英語教育研究Ｂ (2)

英語教育研究Ｃ (2)

英語教育研究Ｄ (2)

異文化間ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ入門 (2) コミュニケーション研究Ａ (2)

コミュニケーション研究Ｂ (2)

コミュニケーション研究Ｃ (2)

コミュニケーション研究Ｄ (2)

ビジネス英語入門 (4) ビジネス英語研究Ａ (2)

ビジネス英語研究Ｂ (2)

ビジネス英語研究Ｃ (2)

ビジネス英語研究Ｄ (2)

イギリス研究入門 (2) 英語圏研究Ａ (2)

アメリカ研究入門 (2) 英語圏研究Ｂ (2)

英語圏研究Ｃ (2)

英語圏研究Ｄ (2)

英語文学入門Ａ (2) 英米文学研究Ａ (2)

英語文学入門Ｂ (2) 英米文学研究Ｂ (2)

英米文学研究Ｃ (2)

英米文学研究Ｄ (2)

観光英語 (2) 通訳英語Ⅰ (2)

通訳英語Ⅱ (2)

翻訳英語Ⅰ (2)

翻訳英語Ⅱ (2)

海外語学研修等 海外語学研修 (4)

卒業論文 (4)

卒業研究 (2)

中国語

スペイン語

初級《外国》語①Ⅰ (1) 中級《外国》語①Ⅰ (1)
初級《外国》語①Ⅱ (1) 中級《外国》語①Ⅱ (1)
初級《外国》語②Ⅰ (1) 中級《外国》語②Ⅰ (1)
初級《外国》語②Ⅱ (1) 中級《外国》語②Ⅱ (1)

副
専
攻

副専攻科目配当表の授業科目群の「中国語」に記載されている科目

選

択

科

目

Ⅱ

英語学・
英語教

育

96 102

28
36 36

１年次　配当科目 ２年次　配当科目 ３年次　配当科目 ４年次　配当科目

英語コミュニケーションコース　専門科目　卒業所要単位（合計）

科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数）

必

修

科

目

必修英語

－ 12
副専攻科目配当表の授業科目群の「スペイン語」に記載されている科目

選
択
必
修
科
目

外国語 8 8

科  目  名  　　（単位数）

4

24 22

英語
ｺﾐｭﾆｹｰ

ｼｮﾝ
12

通訳・翻
訳・地域

研究
4

卒業論文等

卒業所要単位

選

択

科

目

Ⅰ

選択英語Ａ 4

28 24

選択英語Ｂ 16

英米語学科　英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺｰｽ　　専門科目・自由科目配当表

（2020年度入学者適用）

科
目
区
分

授業科目群
科  目  名  　　（単位数）

X:コース指定単位　　Y:卒業所要単位　　副専攻：副専攻（中国語・スペイン語）登録者の卒業所要単位



（前頁から続く）

Ｘ Ｙ
副

専攻

情報スキルⅠ ➋

情報スキルⅡ ➋

言語学概論Ⅰ (2) 一般音声学Ⅰ (2)

言語学概論Ⅱ (2) 一般音声学Ⅱ (2)

キャリアガイダンス (2) 職業能力基礎（SPI）言語 (2)
職業能力基礎（SPI）非言語 (2)

ビジネス実務研修Ⅰ (2) ビジネス実務研修Ⅱ (2)

観光ビジネス論Ⅰ (2)

観光ビジネス論Ⅱ (2)
エアライン・ビジネス論 (2)

【学部共通】　履修上の注意事項

　①　単位数が白抜きで表示されているものは必修科目です。

　②　科目に下線がある科目は認定科目です。

　③　選択必修科目（外国語）は、次の言語の中から１言語を選択して履修してください。英米語学科の学生は英語は選択できません。

　　　　【選択できる言語】　中国語、スペイン語、フランス語、ドイツ語、韓国語　（留学生は原則として日本語を選択してください）

　④　同一名称の科目は、１科目しか履修・修得できません。

　　　　（例）「美術」「ビジネス英語入門」は前期と後期に開講されていますが、前期または後期のどちらか１科目しか履修登録できません。

　⑤　上級年次の配当科目は履修することはできませんが、下級年次の配当科目は履修可能です。

　⑥　２年次より次のコースに分かれます。２年次に履修登録をしますが、一度登録したコースは変更できません。

　      〔英語学・英語教育コース〕〔英語コミュニケーションコース〕〔通訳・翻訳・地域研究コース〕

　⑦　副専攻登録者の科目区分・卒業所要単位などは５６～５９ページを参照してください。

　⑧　自由科目のうち、単位互換協定に基づく単位互換科目（履修が許可されている他大学等の科目：４単位を上限とする）とは、

　　　 拓殖大学と単位互換制度の協定を結んでいる他大学等の提供科目です。

【英米語学科】　履修上の注意事項

　①　【Ⅰ/Ⅱ】等のローマ数字で示された科目は原則として履修の順序を指定していますが、

　　 　【Ａ/Ｂ】等の文字で示された科目については、履修の順序（指定）はありません。

　②　必修科目のうち「Speak＆WriteⅠ～Ⅳ」は週３回の授業。「Listen&ReadⅠ～Ⅳ」、「Speaking Skills」は週２回の授業。

　　　 選択科目のうち「英語ワークショップＡ～Ｅ」、「ビジネス英語入門」は週２回の授業。

　③　「英文法」、「英語音声学」、「３年ゼミナール」、「４年ゼミナール」は通年科目、その他は前期・後期の半期完結科目です。

　④　必修英語のクラス編成は、各学期ごとに掲示で発表します。また、クラス編成のある選択科目については、授業開始前にポータルサイト

　　　 （Takudai Portal）および掲示にて指示があ りますので、それに従ってください。

14

１年次　配当科目 ２年次　配当科目 ３年次　配当科目 ４年次　配当科目科
目
区
分

授業科目群
科  目  名  　　（単位数）

14 14

言語学

キャリア
支援

ビジネス

その他

教養教育科目の卒業所要単位超過修得分

専門科目の卒業所要単位超過修得分

他学部、他学科の配当科目　（履修が許可されている科目のみ可）

教職課程の各科目の修得単位　（一部科目を除く。詳細は３１ページを参照）

科  目  名  　　（単位数）

自

由

科

目

情報スキル 4

卒業所要単位

日本語教員養成講座の各科目の修得単位

科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数）

英語コミュニケーションコース　自由科目　卒業所要単位（合計） 14

X:コース指定単位　　Y:卒業所要単位　　副専攻：副専攻（中国語・スペイン語）登録者の卒業所要単位

単位互換協定に基づく単位互換科目　（履修が許可されている他大学等の科目：４単位を上限とする）



Ｘ Ｙ
副

専攻

Speak＆Write Ⅰ ➌ Speak＆Write Ⅲ ➌ Reading Skills Ａ ➊
Speak＆Write Ⅱ ➌ Speak＆Write Ⅳ ➌ Reading Skills Ｂ ➊
Listen＆Read Ⅰ ➋ Listen＆Read Ⅲ ➋ Writing Skills Ａ ➊
Listen＆Read Ⅱ ➋ Listen＆Read Ⅳ ➋ Writing Skills Ｂ ➊
英文法 ➋ Speaking Skills ➋

ゼミナール ３年ゼミナール ➍ ４年ゼミナール ➍ 8

英語ワークショップＡ (4) 英語ワークショップC (4) 英語ワークショップＥ (4)

英語ワークショップＢ (4) 英語ワークショップD (4)

資格英語Ａ (2) 資格英語Ｂ (2) 資格英語C (2)

英語ﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰⅠ (1) マスメディア英語Ⅰ (2) プレゼンテーションⅠ (2)

英語ﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰⅡ (1) マスメディア英語Ⅱ (2) プレゼンテーションⅡ (2)

英文法演習Ⅰ (1) ディスカッションⅠ (2) ディベートⅠ (2)

英文法演習Ⅱ (1) ディスカッションⅡ (2) ディベートⅡ (2)

映画英語Ⅰ (2)

映画英語Ⅱ (2)

インターネット英語Ⅰ (2)

インターネット英語Ⅱ (2)

英語音声学 (4) 英語学入門 (2) 英語学研究Ａ (2)

児童英語基礎演習 (2) 英語学研究Ｂ (2)

英語学研究Ｃ (2)

英語学研究Ｄ (2)

英語教育入門 (2) 英語教育研究Ａ (2)

小学校英語教育入門 (2) 英語教育研究Ｂ (2)

英語教育研究Ｃ (2)

英語教育研究Ｄ (2)

異文化間ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ入門 (2) コミュニケーション研究Ａ (2)

コミュニケーション研究Ｂ (2)

コミュニケーション研究Ｃ (2)

コミュニケーション研究Ｄ (2)

ビジネス英語入門 (4) ビジネス英語研究Ａ (2)

ビジネス英語研究Ｂ (2)

ビジネス英語研究Ｃ (2)

ビジネス英語研究Ｄ (2)

イギリス研究入門 (2) 英語圏研究Ａ (2)

アメリカ研究入門 (2) 英語圏研究Ｂ (2)

英語圏研究Ｃ (2)

英語圏研究Ｄ (2)

英語文学入門Ａ (2) 英米文学研究Ａ (2)

英語文学入門Ｂ (2) 英米文学研究Ｂ (2)

英米文学研究Ｃ (2)

英米文学研究Ｄ (2)

観光英語 (2) 通訳英語Ⅰ (2)

通訳英語Ⅱ (2)

翻訳英語Ⅰ (2)

翻訳英語Ⅱ (2)

海外語学研修等 海外語学研修 (4)

卒業論文 (4)

卒業研究 (2)

中国語

スペイン語

初級《外国》語①Ⅰ (1) 中級《外国》語①Ⅰ (1)
初級《外国》語①Ⅱ (1) 中級《外国》語①Ⅱ (1)
初級《外国》語②Ⅰ (1) 中級《外国》語②Ⅰ (1)
初級《外国》語②Ⅱ (1) 中級《外国》語②Ⅱ (1)

96 102

12

科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数）

１年次　配当科目 ２年次　配当科目 ３年次　配当科目 ４年次　配当科目

X:コース指定単位　　Y:卒業所要単位　　副専攻：副専攻（中国語・スペイン語）登録者の卒業所要単位

副
専
攻

副専攻科目配当表の授業科目群の「中国語」に記載されている科目

英米語学科　通訳・翻訳・地域研究コース　　専門科目・自由科目配当表

（2020年度入学者適用）

科
目
区
分

授業科目群
卒業所要単位

36 36

選

択

科

目

Ⅰ

選択英語Ａ

通訳・翻
訳・地域

研究
12

卒業論文等

通訳・翻訳・地域研究コース　専門科目　卒業所要単位（合計）

副専攻科目配当表の授業科目群の「スペイン語」に記載されている科目

選
択
必
修
科
目

外国語 8 8

4

28 24

選択英語Ｂ 16

選

択

科

目

Ⅱ

英語学・
英語教

育
4

24 22

英語
ｺﾐｭﾆｹｰ

ｼｮﾝ
4

必

修

科

目

必修英語 28



（前頁から続く）

Ｘ Ｙ
副

専攻

情報スキルⅠ ➋

情報スキルⅡ ➋

言語学概論Ⅰ (2) 一般音声学Ⅰ (2)

言語学概論Ⅱ (2) 一般音声学Ⅱ (2)

キャリアガイダンス (2) 職業能力基礎（SPI）言語 (2)
職業能力基礎（SPI）非言語 (2)

ビジネス実務研修Ⅰ (2) ビジネス実務研修Ⅱ (2)

観光ビジネス論Ⅰ (2)

観光ビジネス論Ⅱ (2)
エアライン・ビジネス論 (2)

【学部共通】　履修上の注意事項

　①　単位数が白抜きで表示されているものは必修科目です。

　②　科目に下線がある科目は認定科目です。

　③　選択必修科目（外国語）は、次の言語の中から１言語を選択して履修してください。英米語学科の学生は英語は選択できません。

　　　　【選択できる言語】　中国語、スペイン語、フランス語、ドイツ語、韓国語　（留学生は原則として日本語を選択してください）

　④　同一名称の科目は、１科目しか履修・修得できません。

　　　　（例）「美術」「ビジネス英語入門」は前期と後期に開講されていますが、前期または後期のどちらか１科目しか履修登録できません。

　⑤　上級年次の配当科目は履修することはできませんが、下級年次の配当科目は履修可能です。

　⑥　２年次より次のコースに分かれます。２年次に履修登録をしますが、一度登録したコースは変更できません。

　      〔英語学・英語教育コース〕〔英語コミュニケーションコース〕〔通訳・翻訳・地域研究コース〕

　⑦　副専攻登録者の科目区分・卒業所要単位などは５６～５９ページを参照してください。

　⑧　自由科目のうち、単位互換協定に基づく単位互換科目（履修が許可されている他大学等の科目：４単位を上限とする）とは、

　　　 拓殖大学と単位互換制度の協定を結んでいる他大学等の提供科目です。

【英米語学科】　履修上の注意事項

　①　【Ⅰ/Ⅱ】等のローマ数字で示された科目は原則として履修の順序を指定していますが、

　　 　【Ａ/Ｂ】等の文字で示された科目については、履修の順序（指定）はありません。

　②　必修科目のうち「Speak＆WriteⅠ～Ⅳ」は週３回の授業。「Listen&ReadⅠ～Ⅳ」、「Speaking Skills」は週２回の授業。

　　　 選択科目のうち「英語ワークショップＡ～Ｅ」、「ビジネス英語入門」は週２回の授業。

　③　「英文法」、「英語音声学」、「３年ゼミナール」、「４年ゼミナール」は通年科目、その他は前期・後期の半期完結科目です。

　④　必修英語のクラス編成は、各学期ごとに掲示で発表します。また、クラス編成のある選択科目については、授業開始前にポータルサイト

　　　 （Takudai Portal）および掲示にて指示があ りますので、それに従ってください。

14

14

１年次　配当科目 ２年次　配当科目 ３年次　配当科目 ４年次　配当科目

X:コース指定単位　　Y:卒業所要単位　　副専攻：副専攻（中国語・スペイン語）登録者の卒業所要単位

言語学

キャリア支援

ビジネス

その他

教養教育科目の卒業所要単位超過修得分

専門科目の卒業所要単位超過修得分

他学部、他学科の配当科目　（履修が許可されている科目のみ可）

教職課程の各科目の修得単位　（一部科目を除く。詳細は３１ページを参照）

日本語教員養成講座の各科目の修得単位

通訳・翻訳・地域研究コース　自由科目　卒業所要単位（合計） 14

科
目
区
分

授業科目群
科  目  名  　　（単位数）

卒業所要単位

単位互換協定に基づく単位互換科目　（履修が許可されている他大学等の科目：４単位を上限とする）

自

由

科

目

情報スキル 4

14

科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数）



Ｘ Ｙ

総合中国語①Ⅰ ➍ 読解Ⅰ ❶ 講読演習Ⅰ ❶ 表現演習②Ⅰ ❶

総合中国語①Ⅱ ➍ 読解Ⅱ ❶ 講読演習Ⅱ ❶ 表現演習②Ⅱ ❶

総合中国語②Ⅰ ➋ 文法作文Ⅰ ❶ 作文演習Ⅰ ❶

総合中国語②Ⅱ ➋ 文法作文Ⅱ ❶ 作文演習Ⅱ ❶

総合中国語③Ⅰ ➋ 聴解Ⅰ ❶ 表現演習①Ⅰ ❶

総合中国語③Ⅱ ➋ 聴解Ⅱ ❶ 表現演習①Ⅱ ❶

会話Ⅰ ➋

会話Ⅱ ➋

３年ゼミナール ➍ ４年ゼミナール ➍ 8

中国歴史入門 ➋ 中国語学概論 ➋ 4

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語講読Ⅰ ❶ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語講読Ⅲ ❶

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語講読Ⅱ ❶ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語会話Ⅲ ❶

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語会話Ⅰ ❶ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語作文Ⅲ ❶

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語会話Ⅱ ❶ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語作文Ⅳ ❶

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語作文Ⅰ ❶

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語作文Ⅱ ❶

広東語Ⅰ (2) 時事中国語Ⅰ (2) 中国語翻訳法Ⅰ (2)

広東語Ⅱ (2) 時事中国語Ⅱ (2) 中国語翻訳法Ⅱ (2)

台湾語Ⅰ (2) 観光中国語Ⅰ (2) 中国語通訳法Ⅰ (2)

台湾語Ⅱ (2) 観光中国語Ⅱ (2) 中国語通訳法Ⅱ (2)

映画中国語 (2)

資格中国語Ⅰ (2) 資格中国語Ⅱ (2)

ビジネス中国語講読Ⅰ (1) ビジネス中国語講読Ⅲ (1)

ビジネス中国語講読Ⅱ (1) ビジネス中国語会話Ⅲ (1)

ビジネス中国語会話Ⅰ (1) 商業文書Ⅲ (1)

ビジネス中国語会話Ⅱ (1) 商業文書Ⅳ (1)

商業文書Ⅰ (1)

商業文書Ⅱ (1)

中国文学概論 (2) 日中対照言語研究Ⅰ (2) 中国文学研究Ⅰ　 (2)

コミュニケーション入門Ⅰ (2) 日中対照言語研究Ⅱ (2) 中国文学研究Ⅱ　 (2)

コミュニケーション入門Ⅱ (2) 中国語学研究Ⅰ (2) 中国語スピーチ (2)

中国語学研究Ⅱ (2) コミュニケーション研究 (2)

中国文化入門 (2) 中国ビジネス概論 (2) 中国文化研究Ⅰ (2) 中国経済論Ⅰ (2)

中国事情Ⅰ (2) 中国事情Ⅱ (2) 中国文化研究Ⅱ (2) 中国経済論Ⅱ (2)

日中異文化交流 (2) 中国史Ⅰ (2) ビジネス中国語講読演習 (2)

中国史Ⅱ (2) ビジネス中国語会話演習 (2)

海外語学研修 (4) 海外インターンシップA (2) 海外インターンシップB (2)

卒業論文 (4)

卒業研究 (2)

初級《外国》語①Ⅰ (1) 中級《外国》語①Ⅰ (1)
初級《外国》語①Ⅱ (1) 中級《外国》語①Ⅱ (1)
初級《外国》語②Ⅰ (1) 中級《外国》語②Ⅰ (1)
初級《外国》語②Ⅱ (1) 中級《外国》語②Ⅱ (1)

102

X:コース指定単位　　Y:卒業所要単位　　副専攻：副専攻（英語・スペイン語）登録者の卒業所要単位

8

選

択

科

目

Ⅰ

中国語B 8

１年次　配当科目 ２年次　配当科目 ３年次　配当科目 ４年次　配当科目

56ゼミナール

コース科目
10

12
スペイン語 　副専攻科目配当表の授業科目群の「スペイン語」に記載されている科目

ビジネス中国語

8

中国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺｰｽ　専門科目　卒業所要単位（合計） 96

中国語学科　中国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺｰｽ　　専門科目・自由科目配当表

（2020年度入学者適用）

卒業所要単位科
目
区
分

授業科目群
科  目  名  　　（単位数） 副

専攻

12

26

海外語学研修等

卒業論文等 2

選
択
必
修
科
目

外国語

科  目  名  　　（単位数）

必

修

科

目

中国語Ａ 34

56

科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数）

選
　
　
択
　
　
科
　
　
目
　
　
Ⅱ

中国語学・文学 8

20中国社会・経済 8

副
専
攻

英語 　副専攻科目配当表の授業科目群の「英語」に記載されている科目
－



（前頁から続く）

Ｘ Ｙ

情報スキルⅠ ➋
情報スキルⅡ ➋

言語学概論Ⅰ (2) 一般音声学Ⅰ (2)
言語学概論Ⅱ (2) 一般音声学Ⅱ (2)

英語会話Ⅰ (1) 英語会話Ⅲ (1)
英語会話Ⅱ (1) 英語会話Ⅳ (1)

キャリアガイダンス (2) 職業能力基礎（SPI）言語 (2)
職業能力基礎（SPI）非言語 (2)

ビジネス実務研修Ⅰ (2) ビジネス実務研修Ⅱ (2)

観光ビジネス論Ⅰ (2)
観光ビジネス論Ⅱ (2)
エアライン・ビジネス論 (2)

【学部共通】　履修上の注意事項

　①　単位数が白抜きで表示されているものは必修科目です。

　②　科目に下線がある科目は認定科目です。

　③　選択必修科目（外国語）は、次の言語の中から１言語を選択して履修してください。中国語学科の学生は中国語は選択できません。

　　　　【選択できる言語】　英語、スペイン語、フランス語、ドイツ語、韓国語　（留学生は原則として日本語を選択してください）

　④　同一名称の科目は、１科目しか履修・修得できません。

　　　　（例）「美術」「ビジネス英語入門」は前期と後期に開講されていますが、前期または後期のどちらか１科目しか履修登録できません。

　⑤　上級年次の配当科目は履修することはできませんが、下級年次の配当科目は履修可能です。

　⑥　２年次より次のコースに分かれます。２年次に履修登録をしますが、一度登録したコースは変更できません。

　      〔中国語コミュニケーションコース〕〔中国語ビジネスコース〕

　⑦　副専攻登録者の科目区分・卒業所要単位などは５６～５９ページを参照してください。

　⑧　自由科目のうち、単位互換協定に基づく単位互換科目（履修が許可されている他大学等の科目：４単位を上限とする）とは、

　　　 拓殖大学と単位互換制度の協定を結んでいる他大学等の提供科目です。

【中国語学科】　履修上の注意事項

　①　【Ⅰ/Ⅱ】等のローマ数字で区別された科目は履修の順序を示しています。　（例　Ⅰ：前期開講、Ⅱ：後期開講）

　②　必修科目のうち「総合中国語①Ⅰ/Ⅱ」は週４回の授業。「総合中国語②Ⅰ/Ⅱ」、「総合中国語③Ⅰ/Ⅱ」、「会話Ⅰ/Ⅱ」は週２回の授業。

　③　必修科目「総合中国語①～③」（１年次）の学習目標は次のとおりです。

　「聞く」「話す」「読む」「書く」の機能を総合的に習得する
　発音の習熟と語彙力の増強をベースに、基本構文を習得する
　会話訓練によりコミュニケーションを鍛錬する

　④　ゼミナールは通年科目、その他は前期・後期の半期完結科目です。

　⑥　必修科目のクラス編成は、各年次ごとにポータルサイト（Takudai Portal）および掲示等で発表しますので、それに従ってください。

科  目  名  　　（単位数）

１年次　配当科目 ２年次　配当科目 ３年次　配当科目 ４年次　配当科目

　⑤　海外語学研修（短期・長期）、海外インターンシップＡ/Ｂ、交換留学予定者または希望者は、中国事情Ⅰ/Ⅱを履修することを勧めます。

中国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺｰｽ　自由科目　卒業所要単位（合計）

X:コース指定単位　　Y:卒業所要単位　　副専攻：副専攻（英語・スペイン語）登録者の卒業所要単位

日本語教員養成講座の各科目の修得単位

科  目  名  　　（単位数）

外国語会話

キャリア支援

ビジネス

卒業所要単位科
目
区
分

授業科目群

情報スキル

科  目  名  　　（単位数）

自

由

科

目

言語学

副
専攻

14 14

他学部、他学科の配当科目　（履修が許可されている科目のみ可）

教職課程の各科目の修得単位　（一部科目を除く。詳細は３１ページを参照）

単位互換協定に基づく単位互換科目　（履修が許可されている他大学等の科目：４単位を上限とする）

4

14 14

科  目  名  　　（単位数）

その他

教養教育科目の卒業所要単位超過修得分

専門科目の卒業所要単位超過修得分

科   目   名 　　　　  （開講学期）

総合中国語 ①Ⅰ(前期) / Ⅱ(後期)

総合中国語 ②Ⅰ(前期) / Ⅱ(後期)

総合中国語 ③Ⅰ(前期) / Ⅱ(後期)

学　習　目　標



Ｘ Ｙ

総合中国語①Ⅰ ➍ 読解Ⅰ ❶ 講読演習Ⅰ ❶ 表現演習②Ⅰ ❶

総合中国語①Ⅱ ➍ 読解Ⅱ ❶ 講読演習Ⅱ ❶ 表現演習②Ⅱ ❶

総合中国語②Ⅰ ➋ 文法作文Ⅰ ❶ 作文演習Ⅰ ❶

総合中国語②Ⅱ ➋ 文法作文Ⅱ ❶ 作文演習Ⅱ ❶

総合中国語③Ⅰ ➋ 聴解Ⅰ ❶ 表現演習①Ⅰ ❶

総合中国語③Ⅱ ➋ 聴解Ⅱ ❶ 表現演習①Ⅱ ❶

会話Ⅰ ➋

会話Ⅱ ➋

３年ゼミナール ➍ ４年ゼミナール ➍ 8

中国歴史入門 ➋ 中国ビジネス概論 ➋ 4

ビジネス中国語講読Ⅰ ❶ ビジネス中国語講読Ⅲ ❶

ビジネス中国語講読Ⅱ ❶ ビジネス中国語会話Ⅲ ❶

ビジネス中国語会話Ⅰ ❶ 商業文書Ⅲ ❶

ビジネス中国語会話Ⅱ ❶ 商業文書Ⅳ ❶

商業文書Ⅰ ❶

商業文書Ⅱ ❶

広東語Ⅰ (2) 時事中国語Ⅰ (2) 中国語翻訳法Ⅰ (2)

広東語Ⅱ (2) 時事中国語Ⅱ (2) 中国語翻訳法Ⅱ (2)

台湾語Ⅰ (2) 観光中国語Ⅰ (2) 中国語通訳法Ⅰ (2)

台湾語Ⅱ (2) 観光中国語Ⅱ (2) 中国語通訳法Ⅱ (2)

映画中国語 (2)

資格中国語Ⅰ (2) 資格中国語Ⅱ (2)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語講読Ⅰ (1) ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語講読Ⅲ (1)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語講読Ⅱ (1) ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語会話Ⅲ (1)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語会話Ⅰ (1) ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語作文Ⅲ (1)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語会話Ⅱ (1) ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語作文Ⅳ (1)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語作文Ⅰ (1)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語作文Ⅱ (1)

中国語学概論 (2) 日中対照言語研究Ⅰ (2) 中国文学研究Ⅰ　 (2)

中国文学概論 (2) 日中対照言語研究Ⅱ (2) 中国文学研究Ⅱ　 (2)

コミュニケーション入門Ⅰ (2) 中国語学研究Ⅰ (2) 中国語スピーチ (2)

コミュニケーション入門Ⅱ (2) 中国語学研究Ⅱ (2) コミュニケーション研究 (2)

中国文化入門 (2) 中国事情Ⅱ (2) 中国文化研究Ⅰ (2) 中国経済論Ⅰ (2)

中国事情Ⅰ (2) 日中異文化交流 (2) 中国文化研究Ⅱ (2) 中国経済論Ⅱ (2)

中国史Ⅰ (2) ビジネス中国語講読演習 (2)

中国史Ⅱ (2) ビジネス中国語会話演習 (2)

海外語学研修 (4) 海外インターンシップA (2) 海外インターンシップB (2)

卒業論文 (4)

卒業研究 (2)

初級《外国》語①Ⅰ (1) 中級《外国》語①Ⅰ (1)
初級《外国》語①Ⅱ (1) 中級《外国》語①Ⅱ (1)
初級《外国》語②Ⅰ (1) 中級《外国》語②Ⅰ (1)
初級《外国》語②Ⅱ (1) 中級《外国》語②Ⅱ (1)
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X:コース指定単位　　Y:卒業所要単位　　副専攻：副専攻（英語・スペイン語）登録者の卒業所要単位

１年次　配当科目 ２年次　配当科目 ３年次　配当科目 ４年次　配当科目

中国語学科　中国語ビジネスコース　　専門科目・自由科目配当表

スペイン語 副専攻科目配当表の授業科目群の「スペイン語」に記載されている科目

中国社会・経済

海外語学研修等

卒業論文等 2

選

択

科

目

Ⅰ

中国語Ｂ 8

12

26

コミュニケー
ション中国語

選
　
　
択
　
　
科
　
　
目
　
　
Ⅱ

中国語学・文学

科
目
区
分

授業科目群

必

修

科

目

中国語Ａ

（2020年度入学者適用）

卒業所要単位

12

8

208

56ゼミナール

34

56

コース科目
10

科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数） 副
専攻

副
専
攻

－

選
択
必
修
科
目

外国語 8 8

中国語ビジネスｺｰｽ　専門科目　卒業所要単位（合計） 96

英語 副専攻科目配当表の授業科目群の「英語」に記載されている科目



（前頁から続く）

Ｘ Ｙ

情報スキルⅠ ➋
情報スキルⅡ ➋

言語学概論Ⅰ (2) 一般音声学Ⅰ (2)
言語学概論Ⅱ (2) 一般音声学Ⅱ (2)

英語会話Ⅰ (1) 英語会話Ⅲ (1)
英語会話Ⅱ (1) 英語会話Ⅳ (1)

キャリアガイダンス (2) 職業能力基礎（SPI）言語 (2)
職業能力基礎（SPI）非言語 (2)

ビジネス実務研修Ⅰ (2) ビジネス実務研修Ⅱ (2)

観光ビジネス論Ⅰ (2)
観光ビジネス論Ⅱ (2)
エアライン・ビジネス論 (2)

14

【学部共通】　履修上の注意事項

　①　単位数が白抜きで表示されているものは必修科目です。

　②　科目に下線がある科目は認定科目です。

　③　選択必修科目（外国語）は、次の言語の中から１言語を選択して履修してください。中国語学科の学生は中国語は選択できません。

　　　　【選択できる言語】　英語、スペイン語、フランス語、ドイツ語、韓国語　（留学生は原則として日本語を選択してください）

　④　同一名称の科目は、１科目しか履修・修得できません。

　　　　（例）「美術」「ビジネス英語入門」は前期と後期に開講されていますが、前期または後期のどちらか１科目しか履修登録できません。

　⑤　上級年次の配当科目は履修することはできませんが、下級年次の配当科目は履修可能です。

　⑥　２年次より次のコースに分かれます。２年次に履修登録をしますが、一度登録したコースは変更できません。

　      〔中国語コミュニケーションコース〕〔中国語ビジネスコース〕

　⑦　副専攻登録者の科目区分・卒業所要単位などは５６～５９ページを参照してください。

　⑧　自由科目のうち、単位互換協定に基づく単位互換科目（履修が許可されている他大学等の科目：４単位を上限とする）とは、

　　　 拓殖大学と単位互換制度の協定を結んでいる他大学等の提供科目です。

【中国語学科】　履修上の注意事項

　①　【Ⅰ/Ⅱ】等のローマ数字で区別された科目は履修の順序を示しています。　（例　Ⅰ：前期開講、Ⅱ：後期開講）

　②　必修科目のうち「総合中国語①Ⅰ/Ⅱ」は週４回の授業。「総合中国語②Ⅰ/Ⅱ」、「総合中国語③Ⅰ/Ⅱ」、「会話Ⅰ/Ⅱ」は週２回の授業。

　③　必修科目「総合中国語①～③」（１年次）の学習目標は次のとおりです。

　「聞く」「話す」「読む」「書く」の機能を総合的に習得する
　発音の習熟と語彙力の増強をベースに、基本構文を習得する
　会話訓練によりコミュニケーションを鍛錬する

　④　ゼミナールは通年科目、その他は前期・後期の半期完結科目です。

　⑥　必修科目のクラス編成は、各年次ごとにポータルサイト（Takudai Portal）および掲示等で発表しますので、それに従ってください。

　⑤　海外語学研修（短期・長期）、海外インターンシップＡ/Ｂ、交換留学予定者または希望者は、中国事情Ⅰ/Ⅱを履修することを勧めます。

１年次　配当科目 ２年次　配当科目 ３年次　配当科目 ４年次　配当科目

教養教育科目の卒業所要単位超過修得分

専門科目の卒業所要単位超過修得分

他学部、他学科の配当科目　（履修が許可されている科目のみ可）

教職課程の各科目の修得単位　（一部科目を除く。詳細は３１ページを参照）

日本語教員養成講座の各科目の修得単位

自

由

科

目

情報スキル 4

14 14

言語学

外国語会話

キャリア支援

ビジネス

その他

単位互換協定に基づく単位互換科目　（履修が許可されている他大学等の科目：４単位を上限とする）

中国語ビジネスｺｰｽ　自由科目　卒業所要単位（合計）

科   目   名 　　　　  （開講学期） 学　習　目　標

総合中国語 ①Ⅰ(前期) / Ⅱ(後期)

総合中国語 ②Ⅰ(前期) / Ⅱ(後期)

総合中国語 ③Ⅰ(前期) / Ⅱ(後期)

副
専攻

X:コース指定単位　　Y:卒業所要単位　　副専攻：副専攻（英語・スペイン語）登録者の卒業所要単位

14

卒業所要単位科
目
区
分

授業科目群
科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数）



Ｘ Ｙ

初級文法①Ⅰ ➊ 中級文法Ⅰ ➊ 上級総合演習Ⅰ ➊ 総合表現演習①Ⅰ ➊

初級文法①Ⅱ ➊ 中級文法Ⅱ ➊ 上級総合演習Ⅱ ➊ 総合表現演習①Ⅱ ➊

初級文法②Ⅰ ➊ 中級作文Ⅰ ➊ 上級作文演習Ⅰ ➊ 総合表現演習②Ⅰ ➊

初級文法②Ⅱ ➊ 中級作文Ⅱ ➊ 上級作文演習Ⅱ ➊ 総合表現演習②Ⅱ ➊

初級会話①Ⅰ ➊ 中級講読①Ⅰ ➊ 上級講読演習Ⅰ ➊

初級会話①Ⅱ ➊ 中級講読①Ⅱ ➊ 上級講読演習Ⅱ ➊

初級会話②Ⅰ ➊ 中級講読②Ⅰ ➊ 上級表現演習①Ⅰ ➊

初級会話②Ⅱ ➊ 中級講読②Ⅱ ➊ 上級表現演習①Ⅱ ➊

初級語彙①Ⅰ ➊ 中級会話①Ⅰ ➊ 上級表現演習②Ⅰ ➊

初級語彙①Ⅱ ➊ 中級会話①Ⅱ ➊ 上級表現演習②Ⅱ ➊

初級語彙②Ⅰ ➊ 中級会話②Ⅰ ➊ 上級表現演習③Ⅰ ➊

初級語彙②Ⅱ ➊ 中級会話②Ⅱ ➊ 上級表現演習③Ⅱ ➊

西語文化講座Ⅰ ➊ 中級会話③Ⅰ ➊

西語文化講座Ⅱ ➊ 中級会話③Ⅱ ➊

ゼミナール ３年ゼミナール ➍ ４年ゼミナール ➍ 8

初級ワークショップⅠ (2) 日本紹介スペイン語Ⅱ (2) スペイン語相互学習Ⅴ (2)

初級ワークショップⅡ (2) 中級ワークショップⅠ (2) スペイン語相互学習Ⅵ (2)

スペイン語相互学習Ⅰ (2) 中級ワークショップⅡ (2) スペイン語通訳法Ⅰ (2) スペイン語相互学習Ⅲ (2)

スペイン語相互学習Ⅱ (2) 報道スペイン語Ⅰ (2) スペイン語通訳法Ⅱ (2) スペイン語相互学習Ⅳ (2)

日本紹介スペイン語Ⅰ (2) 報道スペイン語Ⅱ (2) 映画スペイン語Ⅰ (2) 資格スペイン語Ⅰ (2)

商業スペイン語Ⅰ (2) 映画スペイン語Ⅱ (2) 資格スペイン語Ⅱ (2)

商業スペイン語Ⅱ (2)

上級ワークショップⅠ (2)

上級ワークショップⅡ (2)

スペイン語学概論Ⅰ (2) 日西語対照研究Ⅰ (2) スペイン語学特殊研究Ⅰ (2)

スペイン語学概論Ⅱ (2) 日西語対照研究Ⅱ (2) スペイン語学特殊研究Ⅱ (2)

スペイン語音声学・音韻論Ⅰ (2) ラテン語入門 (2) スペイン語学特殊研究Ⅲ (2)

スペイン語音声学・音韻論Ⅱ (2) アメリカスペイン語研究Ⅰ (2) スペイン語学特殊研究Ⅳ (2)

スペイン語史概論Ⅰ (2) アメリカスペイン語研究Ⅱ (2)

スペイン語史概論Ⅱ (2)

スペイン文学概論Ⅰ (2) イスパノアメリカ文学概論Ⅰ (2)

スペイン文学概論Ⅱ (2) イスパノアメリカ文学概論Ⅱ (2)

スペイン文学特殊研究Ⅰ (2) イスパノアメリカ文学特殊研究Ⅰ (2)

スペイン文学特殊研究Ⅱ (2) イスパノアメリカ文学特殊研究Ⅱ (2)

スペイン史Ⅰ (2) イスパノアメリカ史Ⅰ (2)

スペイン史Ⅱ (2) イスパノアメリカ史Ⅱ (2)

現代スペイン事情Ⅰ (2) 現代ラテンアメリカ事情Ⅰ (2)

現代スペイン事情Ⅱ (2) 現代ラテンアメリカ事情Ⅱ (2)

スペイン語文化特殊研究Ⅰ (2) スペイン語文化概論Ⅰ (2)

スペイン語文化特殊研究Ⅱ (2) スペイン語文化概論Ⅱ (2)

スペイン語文化特殊研究Ⅲ (2)

スペイン語文化特殊研究Ⅳ (2)

海外語学研修等 海外語学研修 (4)

卒業論文 (4)

卒業研究 (2)

英語

中国語

初級《外国》語①Ⅰ (1) 中級《外国》語①Ⅰ (1)

初級《外国》語①Ⅱ (1) 中級《外国》語①Ⅱ (1)

初級《外国》語②Ⅰ (1) 中級《外国》語②Ⅰ (1)

初級《外国》語②Ⅱ (1) 中級《外国》語②Ⅱ (1)

X:コース指定単位　　Y:卒業所要単位　　副専攻：副専攻（英語・中国語）登録者の卒業所要単位

スペイン語学科  スペイン語コミュニケーションコース　　専門科目・自由科目配当表

（2020年度入学者適用）

科
目
区
分

授業科目群
卒業所要単位１年次　配当科目 ２年次　配当科目 ３年次　配当科目 ４年次　配当科目

選

択

科

目

Ⅰ

スペイン語
Ｂ 8

36 30

選

択

科

目

Ⅱ

スペイン語
学・スペイン
語コミュニ
ケーション

卒業論文等

44
52 52

副
専攻

選
択
必
修
科
目

外国語 8 8

科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数）

必

修

科

目

スペイン語
Ａ

12

スペイン語
圏文学・ス
ペイン語圏

研究 4

スペイン語コミュニケーションコース専門科目卒業所要単位（合計） 96 102

副
専
攻

副専攻科目配当表の授業科目群の「英語」に記載されている科目
－ 12

副専攻科目配当表の授業科目群の「中国語」に記載されている科目



（前頁から続く）

Ｘ Ｙ

情報スキルⅠ ➋

情報スキルⅡ ➋

言語学概論Ⅰ (2) 一般音声学Ⅰ (2)

言語学概論Ⅱ (2) 一般音声学Ⅱ (2)

英語会話Ⅰ (1) 英語会話Ⅲ (1)
英語会話Ⅱ (1) 英語会話Ⅳ (1)

キャリアガイダンス (2) 職業能力基礎（SPI）言語 (2)
職業能力基礎（SPI）非言語 (2)

ビジネス実務研修Ⅰ (2) ビジネス実務研修Ⅱ (2)

観光ビジネス論Ⅰ (2)

観光ビジネス論Ⅱ (2)

エアライン・ビジネス論 (2)

X:コース指定単位　　Y:卒業所要単位　　副専攻：副専攻（英語・中国語）登録者の卒業所要単位

【学部共通】　履修上の注意事項

　①　単位数が白抜きで表示されているものは必修科目です。

　②　科目に下線がある科目は認定科目です。

　③　選択必修科目（外国語）は、次の言語の中から１言語を選択して履修してください。スペイン語学科の学生はスペイン語は選択できません。

　　　　【選択できる言語】　英語、中国語、フランス語、ドイツ語、韓国語　（留学生は原則として日本語を選択してください）

　④　同一名称の科目は、１科目しか履修・修得できません。

　　　　（例）「美術」「ビジネス英語入門」は前期と後期に開講されていますが、前期または後期のどちらか１科目しか履修登録できません。

　⑤　上級年次の配当科目は履修することはできませんが、下級年次の配当科目は履修可能です。

　⑥　２年次より次のコースに分かれます。２年次に履修登録をしますが、一度登録したコースは変更できません。

　      〔スペイン語コミュニケーションコース〕〔スペイン語圏文化コース〕

　⑦　副専攻登録者の科目区分・卒業所要単位などは５６～５９ページを参照してください。

　⑧　自由科目のうち、単位互換協定に基づく単位互換科目（履修が許可されている他大学等の科目：４単位を上限とする）とは、

　　　 拓殖大学と単位互換制度の協定を結んでいる他大学等の提供科目です。

【スペイン語学科】　履修上の注意事項

　①　【Ⅰ/Ⅱ】等のローマ数字で区別された科目は履修の順序を示しています。　（例　Ⅰ：前期開講、Ⅱ：後期開講）

　②　ゼミナールは通年科目、その他は前期・後期の半期完結科目です。

　③　必修科目のクラス編成は、各年次ごとにポータルサイト（Takudai Portal）および掲示等で発表しますので、それに従ってください。

卒業所要単位

副
専攻

日本語教員養成講座の各科目の修得単位

科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数）

教養教育科目の卒業所要単位超過修得分

科
目
区
分

授業科目群

言語学

外国語会話

キャリア
支援

ビジネス

その他

教職課程の各科目の修得単位　（一部科目を除く。詳細は３１ページを参照）

14 14

１年次　配当科目 ２年次　配当科目 ３年次　配当科目 ４年次　配当科目

専門科目の卒業所要単位超過修得分

他学部、他学科の配当科目　（履修が許可されている科目のみ可）

単位互換協定に基づく単位互換科目　（履修が許可されている他大学等の科目：４単位を上限とする）

自

由

科

目

情報スキル 4

14 14

スペイン語コミュニケーションコース自由科目卒業所要単位（合計）



Ｘ Ｙ

初級文法①Ⅰ ➊ 中級文法Ⅰ ➊ 上級総合演習Ⅰ ➊ 総合表現演習①Ⅰ ➊

初級文法①Ⅱ ➊ 中級文法Ⅱ ➊ 上級総合演習Ⅱ ➊ 総合表現演習①Ⅱ ➊

初級文法②Ⅰ ➊ 中級作文Ⅰ ➊ 上級作文演習Ⅰ ➊ 総合表現演習②Ⅰ ➊

初級文法②Ⅱ ➊ 中級作文Ⅱ ➊ 上級作文演習Ⅱ ➊ 総合表現演習②Ⅱ ➊

初級会話①Ⅰ ➊ 中級講読①Ⅰ ➊ 上級講読演習Ⅰ ➊

初級会話①Ⅱ ➊ 中級講読①Ⅱ ➊ 上級講読演習Ⅱ ➊

初級会話②Ⅰ ➊ 中級講読②Ⅰ ➊ 上級表現演習①Ⅰ ➊

初級会話②Ⅱ ➊ 中級講読②Ⅱ ➊ 上級表現演習①Ⅱ ➊

初級語彙①Ⅰ ➊ 中級会話①Ⅰ ➊ 上級表現演習②Ⅰ ➊

初級語彙①Ⅱ ➊ 中級会話①Ⅱ ➊ 上級表現演習②Ⅱ ➊

初級語彙②Ⅰ ➊ 中級会話②Ⅰ ➊ 上級表現演習③Ⅰ ➊

初級語彙②Ⅱ ➊ 中級会話②Ⅱ ➊ 上級表現演習③Ⅱ ➊

西語文化講座Ⅰ ➊ 中級会話③Ⅰ ➊

西語文化講座Ⅱ ➊ 中級会話③Ⅱ ➊

ゼミナール ３年ゼミナール ➍ ４年ゼミナール ➍ 8

初級ワークショップⅠ (2) 日本紹介スペイン語Ⅱ (2) スペイン語相互学習Ⅴ (2)

初級ワークショップⅡ (2) 中級ワークショップⅠ (2) スペイン語相互学習Ⅵ (2)

スペイン語相互学習Ⅰ (2) 中級ワークショップⅡ (2) スペイン語通訳法Ⅰ (2) スペイン語相互学習Ⅲ (2)

スペイン語相互学習Ⅱ (2) 報道スペイン語Ⅰ (2) スペイン語通訳法Ⅱ (2) スペイン語相互学習Ⅳ (2)

日本紹介スペイン語Ⅰ (2) 報道スペイン語Ⅱ (2) 映画スペイン語Ⅰ (2) 資格スペイン語Ⅰ (2)

商業スペイン語Ⅰ (2) 映画スペイン語Ⅱ (2) 資格スペイン語Ⅱ (2)

商業スペイン語Ⅱ (2)

上級ワークショップⅠ (2)

上級ワークショップⅡ (2)

スペイン語学概論Ⅰ (2) 日西語対照研究Ⅰ (2) スペイン語学特殊研究Ⅰ (2)

スペイン語学概論Ⅱ (2) 日西語対照研究Ⅱ (2) スペイン語学特殊研究Ⅱ (2)

スペイン語音声学・音韻論Ⅰ (2) ラテン語入門 (2) スペイン語学特殊研究Ⅲ (2)

スペイン語音声学・音韻論Ⅱ (2) アメリカスペイン語研究Ⅰ (2) スペイン語学特殊研究Ⅳ (2)

スペイン語史概論Ⅰ (2) アメリカスペイン語研究Ⅱ (2)

スペイン語史概論Ⅱ (2)

スペイン文学概論Ⅰ (2) イスパノアメリカ文学概論Ⅰ (2)

スペイン文学概論Ⅱ (2) イスパノアメリカ文学概論Ⅱ (2)

スペイン文学特殊研究Ⅰ (2) イスパノアメリカ文学特殊研究Ⅰ (2)

スペイン文学特殊研究Ⅱ (2) イスパノアメリカ文学特殊研究Ⅱ (2)

スペイン史Ⅰ (2) イスパノアメリカ史Ⅰ (2)

スペイン史Ⅱ (2) イスパノアメリカ史Ⅱ (2)

現代スペイン事情Ⅰ (2) 現代ラテンアメリカ事情Ⅰ (2)

現代スペイン事情Ⅱ (2) 現代ラテンアメリカ事情Ⅱ (2)

スペイン語文化特殊研究Ⅰ (2) スペイン語文化概論Ⅰ (2)

スペイン語文化特殊研究Ⅱ (2) スペイン語文化概論Ⅱ (2)

スペイン語文化特殊研究Ⅲ (2)

スペイン語文化特殊研究Ⅳ (2)

海外語学研修等 海外語学研修 (4)

卒業論文 (4)

卒業研究 (2)

英語

中国語

初級《外国》語①Ⅰ (1) 中級《外国》語①Ⅰ (1)

初級《外国》語①Ⅱ (1) 中級《外国》語①Ⅱ (1)

初級《外国》語②Ⅰ (1) 中級《外国》語②Ⅰ (1)

初級《外国》語②Ⅱ (1) 中級《外国》語②Ⅱ (1)

X:コース指定単位　　Y:卒業所要単位　　副専攻：副専攻（英語・中国語）登録者の卒業所要単位

－ 12
副専攻科目配当表の授業科目群の「中国語」に記載されている科目

8

選
択
必
修
科
目

外国語 8

１年次　配当科目 ２年次　配当科目

52

選

択

科

目

Ⅰ

スペイン語
Ｂ 8

36 30

4選

択

科

目

Ⅱ

スペイン語
学・スペイン
語コミュニ
ケーション

必

修

科

目

スペイン語
Ａ

３年次　配当科目 ４年次　配当科目

科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数）

4

8

卒業論文等

副
専
攻

副専攻科目配当表の授業科目群の「英語」に記載されている科目

44
52

スペイン語圏文化コース　専門科目　卒業所要単位（合計） 96 102

スペイン語
圏文学・ス
ペイン語圏

研究

科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数）

スペイン語学科  スペイン語圏文化コース  　専門科目・自由科目配当表
（2020年度入学者適用）

科
目
区
分

授業科目群
卒業所要単位

副
専攻



（前頁から続く）

Ｘ Ｙ

情報スキルⅠ ➋

情報スキルⅡ ➋

言語学概論Ⅰ (2) 一般音声学Ⅰ (2)

言語学概論Ⅱ (2) 一般音声学Ⅱ (2)

英語会話Ⅰ (1) 英語会話Ⅲ (1)
英語会話Ⅱ (1) 英語会話Ⅳ (1)

キャリアガイダンス (2) 職業能力基礎（SPI）言語 (2)
職業能力基礎（SPI）非言語 (2)

ビジネス実務研修Ⅰ (2) ビジネス実務研修Ⅱ (2)

観光ビジネス論Ⅰ (2)

観光ビジネス論Ⅱ (2)

エアライン・ビジネス論 (2)

X:コース指定単位　　Y:卒業所要単位　　副専攻：副専攻（英語・中国語）登録者の卒業所要単位

【学部共通】　履修上の注意事項

　①　単位数が白抜きで表示されているものは必修科目です。

　②　科目に下線がある科目は認定科目です。

　③　選択必修科目（外国語）は、次の言語の中から１言語を選択して履修してください。スペイン語学科の学生はスペイン語は選択できません。

　　　　【選択できる言語】　英語、中国語、フランス語、ドイツ語、韓国語　（留学生は原則として日本語を選択してください）

　④　同一名称の科目は、１科目しか履修・修得できません。

　　　　（例）「美術」「ビジネス英語入門」は前期と後期に開講されていますが、前期または後期のどちらか１科目しか履修登録できません。

　⑤　上級年次の配当科目は履修することはできませんが、下級年次の配当科目は履修可能です。

　⑥　２年次より次のコースに分かれます。２年次に履修登録をしますが、一度登録したコースは変更できません。

　      〔スペイン語コミュニケーションコース〕〔スペイン語圏文化コース〕

　⑦　副専攻登録者の科目区分・卒業所要単位などは５６～５９ページを参照してください。

　⑧　自由科目のうち、単位互換協定に基づく単位互換科目（履修が許可されている他大学等の科目：４単位を上限とする）とは、

　　　 拓殖大学と単位互換制度の協定を結んでいる他大学等の提供科目です。

【スペイン語学科】　履修上の注意事項

　①　【Ⅰ/Ⅱ】等のローマ数字で区別された科目は履修の順序を示しています。　（例　Ⅰ：前期開講、Ⅱ：後期開講）

　②　ゼミナールは通年科目、その他は前期・後期の半期完結科目です。

　③　必修科目のクラス編成は、各年次ごとにポータルサイト（Takudai Portal）および掲示等で発表しますので、それに従ってください。

副
専攻

１年次　配当科目 ２年次　配当科目 ３年次　配当科目 ４年次　配当科目

科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数） 科  目  名  　　（単位数）

科
目
区
分

授業科目群
科  目  名  　　（単位数）

単位互換協定に基づく単位互換科目　（履修が許可されている他大学等の科目：４単位を上限とする）

スペイン語圏文化コース　自由科目　卒業所要単位（合計）

14 14

言語学

外国語会話

キャリア
支援

ビジネス

その他

教養教育科目の卒業所要単位超過修得分

専門科目の卒業所要単位超過修得分

他学部、他学科の配当科目　（履修が許可されている科目のみ可）

14 14

自

由

科

目

情報スキル 4

教職課程の各科目の修得単位　（一部科目を除く。詳細は３１ページを参照）

日本語教員養成講座の各科目の修得単位

卒業所要単位



英語会話Ⅰ (1) 英語会話Ⅲ (1) 英語ボキャブラリーⅠ (1)

英語会話Ⅱ (1) 英語会話Ⅳ (1) 英語ボキャブラリーⅡ (1)

資 格 英 語 Ａ (2) マスメディア英語Ⅰ (2) 英文法演習Ⅰ (1)

資 格 英 語 Ｂ (2) マスメディア英語Ⅱ (2) 英文法演習Ⅱ (1)

資 格 英 語 C (2) 映画英語Ⅰ (2)

映画英語Ⅱ (2)

インターネット英語Ⅰ (2)

インターネット英語Ⅱ (2)

海外語学研修（英語圏） (4)

中国語会話Ⅰ (1) 総合中国語Ⅰ (2)

中国語会話Ⅱ (1) 総合中国語Ⅱ (2)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語講読Ⅰ (1) 観光中国語Ⅰ (2)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語講読Ⅱ (1) 観光中国語Ⅱ (2)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語会話Ⅰ (1) 時事中国語Ⅰ (2)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語会話Ⅱ (1) 時事中国語Ⅱ (2)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語作文Ⅰ (1) 映画中国語 (2)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語作文Ⅱ (1) コミュニケーション入門Ⅰ (2)

ビジネス中国語講読Ⅰ (1) コミュニケーション入門Ⅱ (2)

ビジネス中国語講読Ⅱ (1)

ビジネス中国語会話Ⅰ (1)

ビジネス中国語会話Ⅱ (1)

資格中国語Ⅰ (2) 資格中国語Ⅱ (2)

海外語学研修（中国語圏） (4)

西語文化講座Ⅰ (1) 中級ワークショップⅠ (2) 現代スペイン事情Ⅰ (2)

西語文化講座Ⅱ (1) 中級ワークショップⅡ (2) 現代スペイン事情Ⅱ (2)

初級ワークショップⅠ (2) 映画スペイン語Ⅰ (2) スペイン語文化概論Ⅰ (2)

初級ワークショップⅡ (2) 映画スペイン語Ⅱ (2) スペイン語文化概論Ⅱ (2)

スペイン語相互学習Ⅰ (2) 日西語対照研究Ⅰ (2)

スペイン語相互学習Ⅱ (2) 日西語対照研究Ⅱ (2)

海外語学研修（スペイン語圏） (4)

注１ この配当表に記載されていない各学科の科目の受講に際しては事前に担当教員の許可を得ること。

注２　卒業研究・卒業論文は対象外です。

注３　科目に下線がある科目は認定科目です。

４年次  配当科目

スペイン語学科「専門科目・自由科目配当表」の必修科目・選択科目Ⅰ・選択科目Ⅱに設置されている上記以外の科目

副専攻科目配当表　（英米語・中国語・スペイン語学科共通）

（2020年度入学者適用）

科
目
区
分

授業科目群
卒業所要
単位数科  目  名     　　（単位数） 科　目　名　　　　　単位 科　目　名　　　　　単位 科　目　名　　　　　単位

１年次  配当科目 ２年次  配当科目 ３年次  配当科目

12

12

12

副
 

専
 

攻
 

科
 

目

英 語

中国語学科「専門科目・自由科目配当表」の選択科目Ⅰ・選択科目Ⅱに設置されている上記以外の科目

スペイン語

英米語学科「専門科目・自由科目配当表」の選択科目Ⅰ・選択科目Ⅱに設置されている上記以外の科目

中 国 語



※外国人留学生は、３４ページの授業科目配当表を適用します

日本語学概論 ➋ 国際日本語論 ➋
日本語教育概論 ➋ 日本語史 ➋

初年次教育ゼミナール ➋ 日本語相互学習Ⅰ ➋ ３年ゼミナール ➍ ４年ゼミナール ➍
日本語相互学習Ⅱ ➋

卒業論文 卒業論文 ➍

日本語文法研究Ⅰ (2) 日本語文法研究Ⅲ (2)

日本語文法研究Ⅱ (2) 日本語文法研究Ⅳ (2)

日本語文章表現Ⅰ (2)

日本語文章表現Ⅱ (2)

日本語表現基礎 (2) 日本語文化基礎 (2)

日本語表現演習 (2) 日本語文化演習 (2)

(2)

(2)

教育日本語総合Ⅰ (2)

教育日本語総合Ⅱ (2) 教育日本語総合Ⅲ (2)

ビジネス日本語総合Ⅰ (2) ビジネス日本語総合Ⅱ (2)

世界の日本語教育事情 (2)

日本語意味論 (2)

日本事情教育 (2)

日本語教育実習 (1)

日本語の談話 (2)

言語習得論 (2)

日本語特殊研究 (2)

日本古典文法Ⅰ (2)

日本古典文法Ⅱ (2)

国際社会学 (2) (2) 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 (2)

東南アジア (2) 中国事情 (2) 国際ビジネス交渉論 (2)

南アジア (2) (2)

(2)

（次頁へ続く）

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

Ａ　系　列

14 14

Ｂ　系　列

Ｃ　系　列

Ｄ　系　列

Ｅ　系　列

国際日本語学科 （一般学生用）　授業科目配当表
（2020年度入学者適用）

科
目
区
分

１～４年次　配当科目 卒業所要
単　位

系　列
科　目　名　  （単位数） 一般

(主専攻)

副
専攻

科　目　名　  （単位数） 一般
(主専攻)

副
専攻

必

修

科

目

専門基礎

26 26
ゼミナール等

科目
区分

授業
科目群 科　目　名　  （単位数） 科　目　名　  （単位数） 科　目　名　  （単位数）

１年次　配当科目 ２年次　配当科目 ３年次　配当科目 ４年次　配当科目
卒業所要

単　位

44 32

日本語・
日本文化

国際関係

20 20

選 　択
日本語

Ⅰ
(共　通)

選 　択
日本語

Ⅱ
(共　通)

選 　択
日本語

Ⅲ
(共　通)

日本語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ基礎

日本語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ演習

異文化間ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ入門

現代ラテンアメリカ事情Ⅰ

選 　択
日本語Ⅰ
(留学生)

＜　授業科目群 「選択日本語Ⅰ（留学生）」 の科目は､外国人留学生用の専用科目です　＞

専
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
目

選

択

科

目

Ⅰ

選

択

科

目

Ⅱ

日本語
教　育

現代ラテンアメリカ事情Ⅱ

日本の生活と芸能

社会の中の日本語

日本文学概論

日本古典文学Ⅰ

日本古典文学Ⅱ

漢文学概論Ⅰ

漢文学概論Ⅱ

翻訳・通訳概論（日英）

翻訳・通訳概論（日中）

書 道

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

日本語教授法Ⅰ

日本語教授法Ⅱ

日本語音声学

日本語表記論

日本語教育教材論

日本語語彙論

日本語教育評価法

日本語・日本人論

日本の民俗と思想

現代日本語事情

クールジャパン論

ポップカルチャー論

異文化間理解

日本近代文学

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

日本語研究史 (2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(1)

哲学Ａ（哲学すること）

宗教学（宗教と人生）

外国文学Ｂ（ヨーロッパの文学）

身体のトレーニング理論

トレーニング基礎演習

(2)

(2)

(2)

(2)

哲学Ｂ（現代の哲学）

講座「言語と文化」

美 術

スポーツの歴史と社会

(2)

(2)

(2)

(1)

心理学（認識と行動のﾒｶﾆｽﾞﾑ）

外国文学Ａ（英語圏の文学）

映像文化論

生涯スポーツ基礎演習

(2)

(2)

(2)

日本史（近代日本の歴史）

法学Ａ（国家と憲法）

情報化社会とマスメディア

(2)

(2)

近代社会の思想史

法学Ｂ（生活の中の法）

(2)

(2)

社会学（個人と社会）

流通論（流通とﾏｰｹﾃｲﾝｸﾞ）

(2)

(2)

(2)

自然界のしくみ

天文学Ａ（太陽系のしくみ）

地球科学Ｂ（地球環境の変動）

(2)

(2)

自然認識の歴史

天文学Ｂ（宇宙のしくみ）

(2)

(2)

生態学（環境と生態系）

地球科学Ａ（地球の構造と歴史）

(2)

(2)

文章表現の基礎

レポートの書き方

(2)

(2)

口頭表現の技法

プレゼンテーションと交渉

(2)ビジネス文の書き方

(2)職業と人生 (2)防災と安全
学 際

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

能力を高める

自然と環境に

ついて考える

社会について

考える

人間について

考える



（前頁から続く）

初級《外国》語①Ⅰ (1) 中級《外国》語①Ⅰ (1)
初級《外国》語①Ⅱ (1) 中級《外国》語①Ⅱ (1)

初級《外国》語②Ⅰ (1) 中級《外国》語②Ⅰ (1)
初級《外国》語②Ⅱ (1) 中級《外国》語②Ⅱ (1)

情報スキルⅠ (2)

情報スキルⅡ (2)

言語学概論Ⅰ (2)

言語学概論Ⅱ (2)

キャリアガイダンス (2) (2)

(2)

観光ビジネス論Ⅰ (2)

観光ビジネス論Ⅱ (2)

英語会話Ⅰ (1) 英語会話Ⅲ (1) 英語会話Ⅳ (1) 英語ボキャブラリーⅠ (1)

英語会話Ⅱ (1) マスメディア英語Ⅰ (2) マスメディア英語Ⅱ (2) 英語ボキャブラリーⅡ (1)

資格英語Ａ (2) 映画英語Ⅰ (2) 映画英語Ⅱ (2)

資格英語Ｂ (2) インターネット英語Ⅰ (2) インターネット英語Ⅱ (2)

資格英語Ｃ (2)

資格中国語Ⅰ (2) (1) (1)

(1) (1)
ビジネス中国語講読Ⅰ (1) ビジネス中国語講読Ⅱ (1)
ビジネス中国語会話Ⅰ (1) ビジネス中国語会話Ⅱ (1)

観光中国語Ⅰ (2) 観光中国語Ⅱ (2)

時事中国語Ⅰ (2) 時事中国語Ⅱ (2)

資格中国語Ⅱ (2)

中国文学概論 (2)

西語文化講座Ⅰ (1) (2) (2)

西語文化講座Ⅱ (1) 映画スペイン語Ⅰ (2) 映画スペイン語Ⅱ (2)

スペイン語相互学習Ⅰ (2) 日西語対照研究Ⅰ (2) 日西語対照研究Ⅱ (2)

スペイン語相互学習Ⅱ (2) (2) (2)

126 126

【学部共通】　履修上の注意事項

①　単位数が白抜きで表示されているものは必修科目です。

②　科目名に下線がある科目は認定科目です。

③　上級年次の配当科目は履修することはできませんが、下級年次の配当科目は履修可能です。

④　時間割表上に複数開講されている「同一名称の科目」は、１科目しか履修・修得できません。

⑤　副専攻（英語・中国語・スペイン語のうち１言語）を登録することができます。希望者は２年次の履修登録時にWeb履修登録してください。

⑥　自由科目のうち、単位互換協定に基づく単位互換科目（履修が許可されている他大学等の科目：４単位を上限とする）とは、 拓殖大学と単位互換制度の

　　 協定を結んでいる他大学等の提供科目です。

【国際日本語学科】　履修上の注意事項

①　授業科目群「選択日本語Ⅰ（留学生）」の各日本語科目は外国人留学生の専用科目です。

②　授業科目について、【Ⅰ，Ⅱ】等のローマ数字は原則として履修の順序を示します。

③　選択科目Ⅲ（外国語）は、【英語】【中国語】【スペイン語】【フランス語】【ドイツ語】【韓国語】から一つの言語を選択して履修してください。

　　 言語の選択は、１年次の初回授業（月曜４限①・水曜３限②のうち初回授業が早い方）にて行います。選択する語学の教室に直接集合してください。

　　 なお、言語によりクラス分け方法が異なります。

　〔１年次〕　英語 ： 入学時実施の英語プレースメントテストの結果によりクラス分けが発表されますので、①・②とも、発表されたクラスを履修してください。

　　　　　　　 　　　　　（時間割表に記載のないクラスは履修できません）

　　　　　　　 中国語・韓国語 ： 国際日本語学科の学生は、①・②とも「Ａ組」を履修してください。（時間割表に記載のないクラスは履修できません）

　　　　　　　 スペイン語 ： 国際日本語学科の学生は、①・②とも「Ｂ組」を履修してください。（時間割表に記載のないクラスは履修できません）

　　　　　　　 フランス語・ドイツ語 ： クラス分けはありません。

　〔２年次〕　原則として、１年次と同じクラスを履修してください。（時間割表に記載のないクラスは履修できません）

④　次の科目はクラス編成されています。クラス分けについては、授業開始前にポータル・掲示にて指示があ りますので、それに従ってください。

　〔１年次〕　「初年次教育ゼミナール」、「初級(外国)語①Ⅰ/Ⅱ、②Ⅰ/Ⅱ」、「日本語学概論」、「日本語教育概論」、「情報スキルⅠ/Ⅱ」

　〔２年次〕  「日本語相互学習Ⅰ/Ⅱ」、「中級(外国)語①Ⅰ/Ⅱ、②Ⅰ/Ⅱ」

科　目　名　  （単位数） 科　目　名　  （単位数） 科　目　名　  （単位数） 科　目　名　  （単位数） 一般
(主専攻)

副
専攻

１年次　配当科目 ２年次　配当科目 ３年次　配当科目 ４年次　配当科目 卒業所要
単　位

卒業所要
単　位科目

区分
副専攻

科　目　名　  （単位数） 科　目　名　  （単位数） 科　目　名　  （単位数） 一般
(主専攻)

副
専攻

8

自
 
 

由
 
 

科
 
 

目

情　報
スキル

14 14

言語学

キャリア
支　援

選
択
科
目
Ⅲ

外 国 語 8

職業能力基礎（ＳＰＩ）非言語

職業能力基礎（ＳＰＩ）言語　

－ 12
中 国 語

スペイン
語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語講読Ⅰ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語作文Ⅰ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語講読Ⅱ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語作文Ⅱ

スペイン語ワークショップⅠ スペイン語ワークショップⅡ

スペイン語文化概論Ⅰ スペイン語文化概論Ⅱ

国際日本語学科　卒業所要単位　（合計）

専
門
科
目

１年次　配当科目 ２年次　配当科目 ３～４年次　配当科目

ビジネス

その他

１　教養教育科目の卒業所要単位超過修得分

２　専門科目の卒業所要単位超過修得分

３　他学部・他学科の配当科目 （履修が許可されている科目のみ ： １０単位を上限とする）

４　単位互換協定に基づく単位互換科目 （履修が許可されている他大学等の科目 ： ４単位を上限とする）

副
　
専
　
攻
　
科
　
目

英　　語

科目
区分

授業
科目群



日本語学概論 ➋ 日本語教育概論 ➋
国際日本語論 ➋
日本語史 ➋

初年次教育ゼミナール ➋ 日本語相互学習Ⅰ ➋ ３年ゼミナール ➍ ４年ゼミナール ➍
日本語相互学習Ⅱ ➋

卒業論文 卒業論文 ➍

アカデミック日本語Ⅰ (1) 専門日本語［観光］ (2)

アカデミック日本語Ⅱ (1) 専門日本語［メディア］ (2)

日本語リテラシーⅠＡ (1) 日本語リテラシーⅢＡ (1)

日本語リテラシーⅡＡ (1) 日本語リテラシーⅣＡ (1)

日本語リテラシーⅠＢ (1) (1)

日本語リテラシーⅡＢ (1) (1)

日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠＡ (1) 日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢＡ (1)

日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡＡ (1) 日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣＡ (1)

日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠＢ (1) (1)

日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡＢ (1) (1)

(1)

(1)

日本語文法研究Ⅰ (2) 日本語文法研究Ⅲ (2)

日本語文法研究Ⅱ (2) 日本語文法研究Ⅳ (2)

日本語文章表現Ⅰ (2)

日本語文章表現Ⅱ (2)

日本語表現基礎 (2) 日本語文化基礎 (2)

日本語表現演習 (2) 日本語文化演習 (2)

(2)

(2)

教育日本語総合Ⅰ (2)

教育日本語総合Ⅱ (2) 教育日本語総合Ⅲ (2)

ビジネス日本語総合Ⅰ (2) ビジネス日本語総合Ⅱ (2)

（次頁へ続く）

【外国人留学生】　履修上の注意事項

①　外国人留学生は、専門科目の必修科目 「日本語学概論」を１年後期に、「日本語教育概論」を２年前期に履修してください。

②　日本語のクラス＜留学生１組＞の学生は、上表★印の科目は履修する必要がありません。

　　　　〔１年次〕　「日本語ファウンデーションⅠ/Ⅱ」

　　　　〔２年次〕  「日本語リテラシーⅢＢ/ⅣＢ」　「日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢＢ/ⅣＢ」　　※ⅢＡ/ⅣＡは＜留学生１組＞の学生も履修してください。

日本語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ基礎

日本語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ演習

※下注
①参照

※下注
①参照

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

Ａ　系　列

14 14

Ｂ　系　列

Ｃ　系　列

Ｄ　系　列

Ｅ　系　列

国際日本語学科 （外国人留学生）　授業科目配当表
（2020年度入学者適用）

科
目
区
分

１～４年次　配当科目 卒業所要
単　位

系　列
科　目　名　  （単位数） 一般

(主専攻)

副
専攻

専
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
目

必

修

科

目

専門基礎

26 26

ゼミナール等

選
　
択
　
科
　
目
　
Ⅰ

１年次　配当科目 ２年次　配当科目 ３年次　配当科目 ４年次　配当科目
卒業所要

単　位科目
区分

授業
科目群 科　目　名　  （単位数） 科　目　名　  （単位数） 科　目　名　  （単位数）

選 　択
日本語

Ⅰ
(留学生)

20 20

選 　択
日本語

Ⅰ
(共　通)

選 　択
日本語

Ⅱ
(共　通)

選 　択
日本語

Ⅲ
(共　通)

科　目　名　  （単位数） 一般
(主専攻)

副
専攻

★日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢＢ

★日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣＢ

★日本語ﾌｧｳﾝﾃﾞｰｼｮﾝⅠ

★日本語ﾌｧｳﾝﾃﾞｰｼｮﾝⅡ

★日本語リテラシーⅢＢ

★日本語リテラシーⅣＢ

　　　　　　注 ： ★印の科目は＜留学生２組＞の専用科目です

　　　　　　注 ： 授業科目群「選択日本語Ⅰ（留学生）」の科目は､
　　　　　　　　　 外国人留学生用の専用科目です

(2)

(2)

(2)

(2)

(1)

哲学Ａ（哲学すること）

宗教学（宗教と人生）

外国文学Ｂ（ヨーロッパの文学）

身体のトレーニング理論

トレーニング基礎演習

(2)

(2)

(2)

(2)

哲学Ｂ（現代の哲学）

講座「言語と文化」

美 術

スポーツの歴史と社会

(2)

(2)

(2)

(1)

心理学（認識と行動のﾒｶﾆｽﾞﾑ）

外国文学Ａ（英語圏の文学）

映像文化論

生涯スポーツ基礎演習

(2)

(2)

(2)

日本史（近代日本の歴史）

法学Ａ（国家と憲法）

情報化社会とマスメディア

(2)

(2)

近代社会の思想史

法学Ｂ（生活の中の法）

(2)

(2)

社会学（個人と社会）

流通論（流通とﾏｰｹﾃｲﾝｸﾞ）

(2)

(2)

(2)

自然界のしくみ

天文学Ａ（太陽系のしくみ）

地球科学Ｂ（地球環境の変動）

(2)

(2)

自然認識の歴史

天文学Ｂ（宇宙のしくみ）

(2)

(2)

生態学（環境と生態系）

地球科学Ａ（地球の構造と歴史）

(2)

(2)

文章表現の基礎

レポートの書き方

(2)

(2)

口頭表現の技法

プレゼンテーションと交渉

(2)ビジネス文の書き方

(2)職業と人生 (2)防災と安全
学 際

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

能力を高める

自然と環境に

ついて考える

社会について

考える

人間について

考える



（前頁から続く）

世界の日本語教育事情 (2)

日本語意味論 (2)

日本事情教育 (2)

日本語教育実習 (1)

日本語の談話 (2)

言語習得論 (2)

日本語特殊研究 (2)

日本古典文法Ⅰ (2)

日本古典文法Ⅱ (2)

国際社会学 (2) (2) 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 (2)

東南アジア (2) 中国事情 (2) 国際ビジネス交渉論 (2)

南アジア (2) (2)

(2)

初級《外国》語①Ⅰ (1) 中級《外国》語①Ⅰ (1)
初級《外国》語①Ⅱ (1) 中級《外国》語①Ⅱ (1)

初級《外国》語②Ⅰ (1) 中級《外国》語②Ⅰ (1)
初級《外国》語②Ⅱ (1) 中級《外国》語②Ⅱ (1)

情報スキルⅠ (2)

情報スキルⅡ (2)

言語学概論Ⅰ (2)

言語学概論Ⅱ (2)

キャリアガイダンス (2) (2)

(2)

観光ビジネス論Ⅰ (2)

観光ビジネス論Ⅱ (2)

英語会話Ⅰ (1) 英語会話Ⅲ (1) 英語会話Ⅳ (1) 英語ボキャブラリーⅠ (1)

英語会話Ⅱ (1) マスメディア英語Ⅰ (2) マスメディア英語Ⅱ (2) 英語ボキャブラリーⅡ (1)

資格英語Ａ (2) 映画英語Ⅰ (2) 映画英語Ⅱ (2)

資格英語Ｂ (2) インターネット英語Ⅰ (2) インターネット英語Ⅱ (2)

資格英語Ｃ (2)

資格中国語Ⅰ (2) (1) (1)

(1) (1)
ビジネス中国語講読Ⅰ (1) ビジネス中国語講読Ⅱ (1)
ビジネス中国語会話Ⅰ (1) ビジネス中国語会話Ⅱ (1)

観光中国語Ⅰ (2) 観光中国語Ⅱ (2)

時事中国語Ⅰ (2) 時事中国語Ⅱ (2)

資格中国語Ⅱ (2)

中国文学概論 (2)

西語文化講座Ⅰ (1) (2) (2)

西語文化講座Ⅱ (1) 映画スペイン語Ⅰ (2) 映画スペイン語Ⅱ (2)

スペイン語相互学習Ⅰ (2) 日西語対照研究Ⅰ (2) 日西語対照研究Ⅱ (2)

スペイン語相互学習Ⅱ (2) (2) (2)

126 126

異文化間ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ入門

現代ラテンアメリカ事情Ⅰ

現代ラテンアメリカ事情Ⅱ

職業能力基礎（ＳＰＩ）言語　

職業能力基礎（ＳＰＩ）非言語

１年次　配当科目 ２年次　配当科目 ３年次　配当科目 ４年次　配当科目 卒業所要
単　位科目

区分
授業

科目群 科　目　名　  （単位数） 科　目　名　  （単位数） 科　目　名　  （単位数） 科　目　名　  （単位数） 一般
(主専攻)

副
専攻

３　他学部・他学科の配当科目 （履修が許可されている科目のみ ： １０単位を上限とする）

４　単位互換協定に基づく単位互換科目 （履修が許可されている他大学等の科目 ： ４単位を上限とする）

選
択
科
目
Ⅲ

外 国 語 8 8

自
 
 

由
 
 

科
 
 

目

情　報
スキル

14 14

言語学

キャリア
支　援

ビジネス

その他

専
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
目

選

択

科

目

Ⅱ

日本語
教　育

44 32

日本語・
日本文化

国際関係

１　教養教育科目の卒業所要単位超過修得分

２　専門科目の卒業所要単位超過修得分

１年次　配当科目 ２年次　配当科目 ３～４年次　配当科目 卒業所要
単　位科目

区分
副専攻

科　目　名　  （単位数） 科　目　名　  （単位数） 科　目　名　  （単位数） 一般
(主専攻)

スペイン語文化概論Ⅰ スペイン語文化概論Ⅱ

国際日本語学科　卒業所要単位　（合計）

副
専攻

副
　
専
　
攻
　
科
　
目

英　　語

－ 12
中 国 語

スペイン
語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語講読Ⅰ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語講読Ⅱ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語作文Ⅰ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語作文Ⅱ

スペイン語ワークショップⅠ スペイン語ワークショップⅡ

日本語教授法Ⅰ

日本語教授法Ⅱ

日本語音声学

日本語表記論

日本語教育教材論

日本語語彙論

日本語教育評価法

日本語・日本人論

日本の民俗と思想

現代日本語事情

クールジャパン論

ポップカルチャー論

異文化間理解

日本近代文学

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

日本語研究史 (2)

日本の生活と芸能

社会の中の日本語

日本文学概論

日本古典文学Ⅰ

日本古典文学Ⅱ

漢文学概論Ⅰ

漢文学概論Ⅱ

翻訳・通訳概論（日英）

翻訳・通訳概論（日中）

書 道

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)



①日本語教師として、外国人に日本語を教えたい（日本語教育主専攻相当を学修）

科目区分 授業科目群
このモデル
での単位数

卒業所要
単位数

専門基礎科目
★日本語学概論
★日本語教育概論

(2)
(2)

★国際日本語論
★日本語史

(2)
(2)

ゼミナール等 初年次教育ゼミナール (2) 日本語相互学習Ⅰ/Ⅱ 　   (2/2) ３年ゼミナール (4) ４年ゼミナール (4)

卒 業 論 文 卒業論文 (4)

選択日本語Ⅰ ★日本語文法研究Ⅰ/Ⅱ    (2/2)

選択日本語Ⅲ 教育日本語総合Ⅰ/Ⅱ      (2/2) 教育日本語総合Ⅲ (2)

日 本 語 教 育
★日本語音声学
★日本語表記論
★日本語語彙論

(2)
(2)
(2)

★世界の日本語教育事情
★言語習得論
★日本語の談話
★日本語特殊研究

(2)
(2)
(2)
(2)

★日本語意味論
★日本事情教育
★日本語教育実習

(2)
(2)
(1)

日本語･日本文化 ★異文化間理解 (2) ★社会の中の日本語 (2)

自 由 科 目 情報スキルⅠ/Ⅱ          (2/2) ★言語学概論Ⅰ (2) 6 ／ 14

73 ／126

②通訳・翻訳家など、日本語と外国語の双方に関わる仕事がしたい

科目区分 授業科目群
このモデル
での単位数

卒業所要
単位数

専門基礎科目
日本語学概論
日本語教育概論

(2)
(2)

国際日本語論
日本語史

(2)
(2)

ゼミナール等 初年次教育ゼミナール (2) 日本語相互学習Ⅰ/Ⅱ 　   (2/2) ３年ゼミナール (4) ４年ゼミナール (4)

卒 業 論 文 卒業論文 (4)

選択日本語Ⅰ

選択日本語Ⅱ
日本語表現基礎
日本語表現演習

(2)
(2)

日本語文化基礎
日本語文化演習

(2)
(2)

日 本 語 教 育 日本語語彙論 (2) 日本語の談話 (2)

日本語･日本文化 現代日本語事情 (2)
異文化間理解
日本近代文学

(2)
(2)

通訳・翻訳概論（日英）
社会の中の日本語

(2)
(2)

日本文学概論 (2)

国 際 関 係 異文化間ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ入門 (2)

自 由 科 目 情報スキルⅠ/Ⅱ          (2/2)  4 ／ 14

副専攻科目 英 語 副 専 攻 18 ／ 12

78 ／126

③旅行会社やホテルなど、観光に関わる仕事に就きたい

科目区分 授業科目群 １ 年 次 ２ 年 次 ３ 年 次 ４ 年 次
このモデル
での単位数

卒業所要
単位数

専門基礎科目
日本語学概論
日本語教育概論

(2)
(2)

国際日本語論
日本語史

(2)
(2)

ゼミナール等 初年次教育ゼミナール (2) 日本語相互学習Ⅰ/Ⅱ 　   (2/2) ３年ゼミナール (4) ４年ゼミナール (4)

卒 業 論 文 卒業論文 (4)

選択科目Ⅰ 選択日本語Ⅱ
日本語表現基礎
日本語表現演習

(2)
(2)

日本語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ基礎
日本語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ演習

(2)
(2)

8 ／ 20

日本語･日本文化
クールジャパン論
ポップカルチャー論

(2)
(2)

日本の民俗と思想
異文化間理解

(2)
(2)

通訳・翻訳概論（日中）
日本の生活と芸能

(2)
(2)

国 際 関 係 東南アジア (2) 中国事情 (2)
国際コミュニケーション論
国際ビジネス交渉論

(2)
(2)

自 由 科 目 情報スキルⅠ/Ⅱ          (2/2) 観光ビジネス論Ⅰ/Ⅱ    　(2/2) 8 ／ 14

副専攻科目 中国語副専攻 16 ／ 12

80 ／126

国際日本語学科　履修モデル

　・★印の23科目・45単位をすべて修得し、卒業年次の指定時期に申請することにより、日本語教育主専攻相当を学修したことが確認できる証明書を発行
　　します。この証明により、日本語学校（法務省告示校）で教えたり、海外青年協力隊（日本語教育）に応募できたりと、日本語教師として活躍できる
　　場が広がります。
　・「日本語教育実習」には教壇実習があります。日本語、日本語教育について一定の知識が必要になるため、「日本語教育実習」の履修に際しては履修
　　登録時までに★印の科目の単位を22単位以上修得済みであることが条件です。

★日本語教授法Ⅰ/Ⅱ      (2/2)
★日本語教育評価法         (2)
★日本語教育教材論         (2)

日本語文章表現Ⅰ/Ⅱ      (2/2)

　・新旧の日本の様子を学ぶとともに、異文化者との交流やビジネス上の課題などについても考えを深める構成です。
　・英語、スペイン語、中国語の副専攻を推奨します（モデルは中国語副専攻の場合）

必 修 科 目 26 ／ 26

選択科目Ⅱ 22 ／ 32

ﾋﾞｼﾞﾈｽ中国語講読Ⅰ/Ⅱ   (1/1)
ﾋﾞｼﾞﾈｽ中国語会話Ⅰ/Ⅱ   (1/1)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語講読Ⅰ/Ⅱ     (1/1)
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中国語作文Ⅰ/Ⅱ     (1/1)

観光中国語Ⅰ/Ⅱ          (2/2)
資格中国語Ⅰ/Ⅱ          (2/2)

選択科目Ⅰ 12 ／ 20

選択科目Ⅱ 18 ／ 32

英語会話Ⅰ/Ⅱ        　  (1/1)
資格英語Ａ/Ｂ         　 (2/2)

英語会話Ⅲ/Ⅳ            (1/1)
マスメディア英語Ⅰ/Ⅱ    (2/2)

英語ﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰⅠ/Ⅱ       (1/1)
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ英語Ⅰ/Ⅱ         (2/2)

選択科目Ⅱ 31 ／ 44

　・ことばの使い方への意識を高める
　・英語、スペイン語、中国語を副専攻とすることを推奨します（モデルは英語副専攻の場合）

必 修 科 目 26 ／ 26

１ 年 次 ２ 年 次 ３ 年 次 ４ 年 次

●この履修モデルは、卒業後の進路を考えて履修科目を選択する際の参考となるものです。

１）各モデルの科目は、想定される進路先で必要とされる能力が修得できるよう選ばれています。
　・各モデルの科目だけでは、各区分ごとの卒業所要単位数を修得できません。
　・各区分の卒業所要単位を満たすにためは、このモデルの科目に加え、ほかの科目も履修する必要があります。
　・太字科目は３年生への進級のために必要な区分ごとの所要単位（必修科目:８単位以上、情報スキルⅠ/Ⅱ:４単位）に関係する
　　科目です。
　・各モデルには表示していませんが、卒業には下表のほかに教養教育科目（14単位）と選択科目Ⅲ（外国語:８単位）の単位修得
　　が必要です。

２）留学生は、下表⑥−１、⑥-２を参考にして、①〜⑤を次のように調整する必要があります。
　・「選択科目Ⅰ」のうち、留学生の選択必修科目である「選択日本語Ⅰ（留学生）」を14～20単位履修しなければなりません。
　　その分「選択科目Ⅰ」のその他の科目を減らして調整してください。
　・「選択科目Ⅰ」の卒業所要単位は20単位ですが、日本語科目以外の科目の単位が増えてこの区分の修得単位が20単位を超えた場
　　合、超えた部分は自由科目が上限単位数（14単位）になるまでは、自由科目の単位として認められます。

３）各年次に割り当てられている科目は、可能ならばその年次に履修したほうがよいですが、時間割の関係で履修できない場合は、
　　受講年次の調整をしてください。ただし、科目の配当年次によっては、前倒しできないこともあります。その場合は次年度以降
　　に履修するようにしてください。

４）科目名のあとの（　）内は単位数を示します。半期科目の単位は２単位ですが、語学等の半期科目は１単位です。

必 修 科 目 26 ／ 26

選択科目Ⅰ 10 ／ 20

１ 年 次 ２ 年 次 ３ 年 次 ４ 年 次



④出版、マスコミなど、日本語文化に関わる仕事に就きたい

科目区分 授業科目群
このモデル
での単位数

卒業所要
単位数

専門基礎科目
日本語学概論
日本語教育概論

(2)
(2)

国際日本語論
日本語史

(2)
(2)

ゼ ミ ナ ー ル 初年次教育ゼミナール (2) 日本語相互学習Ⅰ/Ⅱ 　   (2/2) ３年ゼミナール (4) ４年ゼミナール (4)

卒 業 論 文 卒業論文 (4)

選択日本語Ⅰ

選択日本語Ⅱ
日本語表現基礎
日本語表現演習

(2)
(2)

日本語文化基礎
日本語文化演習

(2)
(2)

日 本 語 教 育 日本語語彙論 (2) 日本語表記論 (2) 日本語意味論 (2) 日本語の談話 (2)

日本語･日本文化
クールジャパン論
ポップカルチャー論

(2)
(2)

書 道 (2)

自 由 科 目
職業能力基礎(SPI)非言語
職業能力基礎(SPI)言語

(2)
(2)

10 ／ 14

78 ／126

⑤一般企業就職を考えているが、外国人に日本語を教えることにも興味がある（日本語教育副専攻相当を学修）

科目区分 授業科目群
このモデル
での単位数

卒業所要
単位数

専門基礎科目
☆日本語学概論
☆日本語教育概論

(2)
(2)

国際日本語論
日本語史

(2)
(2)

ゼミナール等 初年次教育ゼミナール (2) 日本語相互学習Ⅰ/Ⅱ 　   (2/2) ３年ゼミナール (4) ４年ゼミナール (4)

卒 業 論 文 卒業論文 (4)

選択日本語Ⅰ

選択日本語Ⅱ
日本語表現基礎
日本語表現演習

(2)
(2)

日本語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ基礎
日本語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ演習

(2)
(2)

選択日本語Ⅲ ☆教育日本語総合Ⅲ (2)

日 本 語 教 育
☆日本語教育評価法
☆日本語教育教材論

(2)
(2)

☆世界の日本語教育事情 (2) ☆日本語教育実習 (1)

日本語･日本文化
☆異文化間理解
日本語・日本人論

(2)
(2)

社会の中の日本語 (2)

国 際 関 係
国際コニュニケーション論
国際ビジネス交渉論

(2)
(2)

自 由 科 目
職業能力基礎(SPI)非言語
職業能力基礎(SPI)言語

(2)
(2)

6 ／ 14

72 ／126

⑥−1【留学生】旅行会社やホテルなど、観光に関わる仕事に就きたい

科目区分 授業科目群
このモデル
での単位数

卒業所要
単位数

専門基礎科目
日本語学概論
日本語教育概論

(2)
(2)

国際日本語論
日本語史

(2)
(2)

ゼミナール等 初年次教育ゼミナール (2) 日本語相互学習Ⅰ/Ⅱ 　   (2/2) ３年ゼミナール (4) ４年ゼミナール (4)

卒 業 論 文 卒業論文 (4)

選択日本語Ⅰ 専門日本語（観光） (2)

選択日本語Ⅱ
日本語文化基礎
日本語文化演習

(2)
(2)

日本語･日本文化
現代日本語事情
異文化間理解

(2)
(2)

通訳・翻訳概論（日中）
日本の民俗と思想
日本の生活と芸能

(2)
(2)
(2)

国 際 関 係 異文化間ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ入門 (2)
国際コミュニケーション論
国際ビジネス交渉論

(2)
(2)

自 由 科 目 情報スキルⅠ/Ⅱ          (2/2) 観光ビジネス論Ⅰ/Ⅱ    　(2/2) 8 ／ 14

74〜80 ／126

⑥−2【留学生】日本語教師になって、母国の人たちに日本語を教えたい（日本語教育副専攻相当を学修）

科目区分 授業科目群
このモデル
での単位数

卒業所要
単位数

専門基礎科目
★日本語学概論
★日本語教育概論

(2)
(2)

★国際日本語論
★日本語史

(2)
(2)

ゼミナール等 初年次教育ゼミナール (2) 日本語相互学習Ⅰ/Ⅱ 　   (2/2) ３年ゼミナール (4) ４年ゼミナール (4)

卒 業 論 文 卒業論文 (4)

選択日本語Ⅰ

選択日本語Ⅲ 教育日本語総合Ⅲ (2)

日 本 語 教 育
★日本語音声学
★日本語表記論

(2)
(2)

★世界の日本語教育事情
★言語習得論
★日本語教育評価法
★日本語の談話

(2)
(2)
(2)
(2)

★日本語意味論
★日本事情教育
★日本語特殊研究
★日本語教育実習

(2)
(2)
(2)
(1)

日本語･日本文化 ★異文化間理解 (2) ★社会の中の日本語 (2)

自 由 科 目 情報スキルⅠ/Ⅱ          (2/2) ★言語学概論Ⅰ (2) 6 ／ 14

81〜87 ／126

１ 年 次 ２ 年 次

選択科目Ⅱ 30 ／ 44

日本語(留学生) 10～12科目  (各1)
日本語(留学生) ４～８科目  (各1)
★日本語文法研究Ⅰ/Ⅱ    (2/2)

教育日本語総合Ⅰ/Ⅱ      (2/2)

☆日本語文法研究Ⅰ/Ⅱ    (2/2)

☆教育日本語総合Ⅰ/Ⅱ   (2/2)

☆日本語教授法Ⅰ/Ⅱ      (2/2)

キャリアガイダンス        (2)
情報スキルⅠ/Ⅱ          (2/2)

日本語(留学生) 10～12科目  (各1) 日本語(留学生) ４～８科目  (各1)

26 ／ 26

キャリアガイダンス        (2)
情報スキルⅠ/Ⅱ          (2/2)

１ 年 次

日本語文章表現Ⅰ/Ⅱ      (2/2)

現代日本語事情            (2)
日本語・日本人論          (2)
日本古典文法Ⅰ/Ⅱ       (2/2)

日本文学概論              (2)
社会の中の日本語          (2)
日本古典文学Ⅰ/Ⅱ       (2/2)

２ 年 次 ３ 年 次 ４ 年 次

２ 年 次 ３ 年 次 ４ 年 次

　・日本についての理解を深めたうえで、観光に関わる知識の修得も目指す構成です。
　・留学生は、所属する日本語クラスにより、選択日本語Ⅰの下線のある科目「日本語（留学生）」科目を14～20単位修得しなければなりません。
　・余裕があれば、上の②③のモデルのように、英語・スペイン語・中国語のいずれかを副専攻として履修してください。

選択科目Ⅰ 18～24 ／ 20

必 修 科 目 26 ／ 26

選択科目Ⅰ 20～26 ／ 20

選択科目Ⅰ 18 ／ 20

選択科目Ⅱ 22 ／ 44

３ 年 次 ４ 年 次

１ 年 次

　・☆印の14科目・27単位をすべて修得し、卒業年次の指定時期に申請することにより、日本語教育副専攻相当を学修したことが確認できる証明書を発行
　　します。この証明により、日本語学校（法務省告示校）で教えたり、海外青年協力隊（日本語教育）に応募できたりと、日本語教師として活躍できる
　　場が広がります。
　・「日本語教育実習」には教壇実習があります。日本語、日本語教育について一定の知識が必要になるため、「日本語教育実習」の履修に際しては履修
　　登録時までに☆印の科目の単位を14単位以上修得済みであることが条件です。

必 修 科 目

選択科目Ⅱ 31 ／ 44

選択科目Ⅱ 20 ／ 44

必 修 科 目 26 ／ 26

　・★印の23科目・45単位をすべて修得し、卒業年次の指定時期に申請することにより、日本語教育主専攻相当を学修したことが確認できる証明書を発行
　　します。この証明により、日本語学校（法務省告示校）でも教えられるなど、日本語教師として活躍できる場が広がります。
　・「日本語教育実習」には教壇実習があります。日本語、日本語教育について一定の知識が必要になるため、「日本語教育実習」の履修に際しては履修
　　登録時までに★印の科目の単位を22単位以上修得済みであることが条件です。

２ 年 次 ３ 年 次 ４ 年 次

クールジャパン論     　   (2)
ポップカルチャー論    　  (2)

★日本語教授法Ⅰ/Ⅱ      (2/2)
★日本語教育教材論         (2)
★日本語語彙論             (2)

26 ／ 26

選択科目Ⅰ 12 ／ 20

１ 年 次

　・日本語の表現力を高めるとともに、ことばの使い方、新旧の日本語文化についても深く学べる構成です。

必 修 科 目

日本語文章表現Ⅰ/Ⅱ      (2/2)
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